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令和７年第４回枝幸町議会定例会会議録  

 

○議事日程（第１号）  
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（午前１０時００分） 

◎開会・開議宣言 

○議長（小原 仁君） おはようございます。 

令和７年度もいよいよ残すところあと半月ほどというふうになりました。年度当初

から予想されたこと予想できなかったこと、いろいろあったように思いますが、冬の

大雪もありましたし、夏の猛暑、それから大雨、洪水、台風も上陸をいたしました。

大変な年だったと思います。 

ここ１ヶ月、非常に火事のニュースが、火事火災のニュースが非常に多いように思

います。枝幸でもその昔、枝幸を焼き尽くすほどの大火がありました。火の扱いには

十分ご注意願いたいというふうに思います。 

つい先日も、青森沖で結構大きい地震がありました。また東日本大震災の二の舞か

なというふうに緊張いたしましたけども、そういうこともなく、被害もあまりなかっ

たということで安堵しております。 

枝幸にも 11 月１日に防災監、松澤防災監が枝幸に着任をされました。これから、防

災・減災、また避難訓練等に活躍していただけるものと思いますので、まずは防災監

のご活躍を心からご祈念申し上げたいというふうに思います。 

今年、年度当初から予想されていました秋サケ、減産になるのではないかという予

想でしたが、その予想が外れずに当たってしまいました。今年はサンマとかイカとか、

例年に比べれば大漁な業種もあったように思いますが、来年度こそ、令和８年は、秋

サケ漁も例年のような水揚げができることを期待したいと思います。 

本日、枝幸高校の１年生の皆さんが傍聴にみえる予定でございましたが、この悪天

候でございます。中止となりましたことをお伝え申し上げます。 

議場内では、マスクの着用は任意としておりますが、インフルエンザ、枝幸も大変

インフルエンザ流行しております。その感染防止のために、マスクの着用をよろしく

お願いしたいと思います。 

それでは、ただいまより、令和７年第４回枝幸町議会定例会を開会いたします。 

これより、本日の会議を開きます。 

出欠の状況についてご報告を申し上げます。欠席通告のあった議員は、２番渡辺明

徳議員が入院療養中のため欠席する旨の通告がありました。 

ただいまの出席議員は 10 名。定足数に達しますので、会議は成立をいたします。 

それでは、議事日程に従いまして、本日の会議を取り進めさせていただきます。 

（開会 午前１０時０２分） 

 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（小原 仁君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

１番岩谷隆行議員、３番清水顕志議員、両名に本日の署名議員の指名をいたします。 

 

◎日程第２ 会期の決定 

○議長（小原 仁君） 日程第２ 会期の決定についてお諮りをいたします。 

本定例会の会期は、12 月８日開催の議会運営委員会において協議し、本日から 16 日

までの２日間としたと思います。 

ご異議ございませんか。 
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（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、会期は、本日から16日までの２日間と決定いたしました。 

 

◎日程第３ 諸報告 

○議長（小原 仁君） 日程第３ 諸報告に移らせていただきます。 

議会の諸報告でございますが、それぞれ皆さんのお手元に配付しておりますとおり、

９月 16 日開会の第３回定例会以降の会議等についての内容でございますので、主なも

のだけを報告させていただきます。 

両常任委員会は、町内行政視察を 10 月 17 日に開催し、児童福祉施設複合化改修事業

により歌登保育所へ機能を集約した学童保育所の利用状況や、フォレストピアホール

及び歌登文化会館の今後の利用について、各担当課より説明を受けながら、所管事務

調査を行いました。 

令和７年第５回臨時会は 10 月 20 日に開会し、公有財産の取得についてを審議し、可

決しております。 

11 月 12 日に東京で開催された第 69 回町村議会議長全国大会に私と事務局長が参加

し、議員なり手不足対策への支援をはじめ、議員報酬の改善・厚生年金への加入や監

査機能の強化など議会関連 28 項目の要望、及び北海道における交通体系に関する要望

など全国各地区から提出された地域要望などが採択されました。 

また、元プロ野球選手で野球評論家の達川光男氏による講演では、どのような組織

でも挨拶はコミュニケーションの基本であり、しっかり挨拶をし合う雰囲気づくりが

大切である旨の講演を受けました。 

議会広報編集特別委員会は、第７回を 11 月 10 日に開催し、議会だより第 74 号の発

行に向けた編集作業を行い、11 月 27 日に発行し各家庭へ配布しています。 

第８回目は 12 月８日に開催し、今定例会を主な内容とした議会だより第 75 号の編集

に向けた協議を行いました。 

総務文教常任委員会は 11 月 25 日に開催し、コミュニティセンター・地区会館に係る

指定管理者制度の試行運用についてなど、計４件の所管事務調査を行いました。 

産業厚生常任委員会は 11 月 26 日に開催し、再生可能エネルギー設備の適正導入に向

けたガイドラインについてなど、計７件の所管事務調査を行いました。 

議会運営委員会は 12 月８日に開催し、今定例会の議事運営に係る審議が行われてお

ります。 

議会全員協議会は 12 月 11 日に開催し、中小企業者等雇用促進住宅建設支援事業の補

助金返還について、町側から説明を求め、その内容について審議したところでありま

す。 

その他の活動といたしましては、10 月 11 日開催の町民植樹祭、12 月６日開催の枝

幸地区歳末チャリティ、13 日開催の歌登地区歳末チャリティにそれぞれ議員会として

参加をさせていただきました。 

以上、簡単でありますが、議会の事務報告とさせていただきます。 

 

◎日程第４ 行政報告・教育行政報告 

○議長（小原 仁君） 日程第４ 行政報告を行います。 
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村上町長。 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君） おはようございます。 

本日は、令和７年第４回枝幸町議会定例会の開催をいただき、誠にありがとうござ

います。 

本定例会につきましては、同意案件が１件、単行議案が１件、条例案件が 14 件、補

正予算に関する議案が８件、報告事項２件をご提案申し上げておりますので、よろし

くご審議賜りますようお願い申し上げます。 

それでは、行政報告をさせていただきます。９月 16 日に開会されました令和７年第

３回定例会以降の諸行事につきましては、お手元の報告書をお目通し願うことでご了

承いただき、主な事項についてご報告いたします。 

はじめに、漁業の状況についてご報告します。 

11 月現在の水揚げ金額は、沿岸漁業、沖合底曳網漁業を合わせて、税抜きで 138 億

7,600 万円となっております。 

事業計画対比では、主力のホタテや秋サケが高値で推移したことにより計画を大き

く上回り、５年連続で 100 億円を超える結果となりました。 

沿岸漁業の水揚げの内訳を見ますと、主要３魚種のうち、毛ガニ漁につきましては、

漁獲許容量の減少に伴い、水揚量は前年度比で４トン減の 206 トン、金額は前年度比で

5,400 万円減の 14 億 4,700 万円となりました。 

次に、ホタテ漁でありますが、本年は山臼沖での本操業で、水揚量は前年度比で

8,900 トン減の２万 6,900 トン、金額は価格高を背景に前年度比で１億 4,800 万円増

の 81 億 8,000 万円となりました。 

次に、秋サケ漁については、気候変動に伴う沿岸域の水温上昇などの影響により、

水揚量は前年度比で 500 トン減の 1,400 トン、金額は前年度比で 7,100 万円減の 18 億

8,300 万円となりました。 

また、河川での親魚捕獲数は、全道的に捕獲数が減少する中、宗谷管内においては、

関係機関の懸命な取組によって計画数量が確保されており、将来的な資源回復が期待

されるところであります。 

また、沖合底曳網漁業については、水揚量は前年度比で 500 トン増の 6,300 トン、

金額は前年度比で 2,700 万円増の５億 3,300 万円となっております。 

このような状況の中、史上４番目の水揚金額を記録されましたことは、これまで、

栽培・資源管理型漁業の推進にご尽力された漁業関係者のご努力の賜物であり、深く

敬意を表するものであります。 

なお、本年の操業は、ホタテ漁、秋サケ漁ともに 11 月末で終了しております。 

次に、ふるさと納税の寄附状況についてご報告します。 

ふるさと納税につきましては、町内各事業者のご協力のもと、全国の多くの方々か

ら温かいご寄附をいただき、11 月末現在、寄附件数は２万 700 件、金額では５億 2,030

万 3,200 円となっており、過去２番目に寄附額が多かった前年同期と比較して、金額

では 17.4％の減となっております。 

減少の主な要因としましては、人気の返礼品であるホタテ玉冷の価格高騰によるも

のと捉えております。 

本年も残すところあとわずかとなりましたが、前年、寄附額が伸びる年末にかけて、
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関係、大変失礼しました。例年、前年でなく、例年です。例年、寄附額が伸びる年末

にかけて、関係機関や事業者との連携を密にし、当町が誇る特産品の魅力を発信しな

がら、より多くの方々から応援いただけるよう、引き続き取り組んでまいります。 

次に、長崎県平戸市の市制施行 20 周年記念式典についてご報告します。 

平戸市は、平成 17 年 10 月、旧平戸市、生月町、田平町、大島村の１市２町１村の合

併で、誕生してから 20 周年を迎え、10 月１日に記念式典が挙行されました。 

多くの来賓や市民の支えにより、盛大に催された式典には、交流自治体として、当

町にもご案内いただいたことから、表敬訪問を兼ねて出席してまいりました。 

また、11 月５日の任期満了で退任された黒田晴彦前市長には懇談の機会をいただき、

長年の親しい交流へのご尽力に敬意と感謝の意を直接伝えることができました。 

なお、平戸市長は、10 月 19 日の市長選挙で、元国会議員秘書の松尾有嗣氏が初当選

され、既に当町からも祝意を寄せております。 

黒田前市長、松尾新市長ともに、今後ますますのご活躍を祈念し、当町との更なる

交流の発展にも期待を申し上げます。 

次に、国の総合経済対策に基づく当町の物価高への対策についてご報告します。 

政府は、11 月 21 日の臨時閣議で、家計支援や成長投資を柱とする強い経済を実現す

る総合経済対策を閣議決定し、その裏付けとなる補正予算も決定しました。 

このうち、物価高対策には、冬季間の電気・ガス代支援や、０歳から高校３年生ま

での子どもたちに１人当たり２万円となる子育て応援手当の支給などが盛り込まれて

います。また、生活支援に対する食料品の物価高騰への支援など、影響を受けた生活

者や事業者を引き続き支援するため、自治体が柔軟に使途を決められる重点支援地方

交付金が拡充されます。 

当町でも、これを活用した必要な物価高騰への支援を検討のうえ、子育て応援手当

の速やかな支給とともに、効果的な支援に包み繋げてまいります。 

次に、本年度から策定に向け作業を進めている第３次枝幸町まちづくり計画の進捗

状況をご報告します。 

合併 20 周年を迎え、新たな 10 年後を見据えたまちづくり計画では、町民皆さんの考

えや意見を反映するためのアンケート調査や関係各所へのヒアリングなどを実施して

まいりました。 

アンケートでは、回収率 31.2％となる 624 人の方に回答をお寄せいただき、まちづ

くりへの参加意欲や評価、人口減少の影響、必要な対策、また、町政執行への厳しい

お叱りも含め、多くの項目に真摯なご回答をいただいております。 

この進捗状況や集計結果などは、順次、町ホームページなどで公表してまいります。

また、12 月３日には、施策づくりを進める町民参加型のえさしみらいワークショップ

を開催するなど、順次、策定作業を進めており、明年３月には素案として新たな計画

の概要をお示しいたします。 

次に、11 月３日に挙行いたしました枝幸町自治功労者並びに功績者表彰式について

ご報告します。 

自治功労者には民生委員児童委員から１名の方に、自治功績者には自治会及び消防

団から各１名の方に、特別功績者には全日本ホルスタイン共進会にて優秀な成績を収

められた１名の方に、町の自治振興に多大な貢献を賜りましたご功績をたたえ、町民

の総意により顕彰申し上げたところであります。 
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受章をされた方々に改めて敬意と感謝を申し上げますとともに、引き続き、各分野

でのお力添えをお願いしたいと存じます。  

 当日は、町議会議員を初め、来賓各位のご臨席をいただき、式典が滞りなく開催で

きましたことをこの場をお借りして、厚くお礼を申し上げます。 

最後に、北海道・三陸沖後発地震注意情報への対応についてご報告します。 

先週８日、青森県東方沖でマグニチュード 7.4 の地震が発生し、青森県八戸市では震

度６強を観測しました。当町でも震度２を記録しております。 

この地震を受け、気象庁から北海道・三陸沖後発地震注意情報が発表されています。 

この情報は、特定の期間中に必ず大きな地震が起きるというものではありませんが、

平常時と比べて発生の可能性が高まっていることをお知らせするものです。 

当町も防災対応への対象地域となっておりますので、町民皆様へは、EOS データ放送、

音声告知端末などを通じて周知を行いました。 

町民の皆様には、引き続き防災意識を保ち、非常持ち出し品や避難経路の確認など、

日頃からの備えをお願い申し上げます。 

以上を申し上げまして、行政報告といたします。 

○議長（小原 仁君） 以上で、町長の行政報告が終わりました。 

引き続き教育行政報告を行います。 

はい、小川教育長。 

（教育長小川俊輝君 登壇） 

○教育長（小川俊輝君） おはようございます。 

私から、去る９月 16 日に開会されました第３回定例会以降の教育行政の中から、主

な点についてご報告をいたしますが、諸行事については、お手元の報告書にお目通し

願います。 

はじめに、９月 18 日、枝幸町芸術文化事業企画実行委員会主催の東京サロンシンフ

ォニーオーケストラキャラバン隊ミニコンサートを開催しました。 

コンサートは、町内の小学生を対象とした午前の部と一般町民を対象とした午後の

部で構成し、プロの演奏者による美しい音色を堪能するとともに、実際に楽器に触れ

る体験を交え、音楽に親しむ貴重な機会となりました。 

次に、９月 19 日に緊急不祥事防止対策会議がオンラインで開催され、全国で発生し

た学校内における盗撮問題に関連し、緊急の注意喚起や学校内の緊急点検を行うこと

について、北海道教育委員会から要請がありました。ちなみに、現在までに当町では、

疑わしい事案は確認されておりません。 

次に、９月 26 日に、町立図書館主催の子ども文化セミナーが認定こども園で開催さ

れました。絵本の里けんぶちより絵本キャラバンカーを招き、絵本の自由閲覧や読み

聞かせなどが行われました。 

次に、各小中学校の学芸会や文化祭などですが、９月 28 日の目梨泊小学校、山臼小

学校を皮切りに、11 月 30 日の岡島小学校まで開催され、盛会のうちに終了しておりま

す。 

次に、第 18 回枝幸町民文化祭の開催についてです。 

枝幸会場は 10 月 25 日と 26 日に中央コミュニティセンターで開催され、836 点の作

品展示のほか、販売、体験コーナーもあり、26 日には舞台発表が行われ、両日合わせ

て 281 人の来場がありました。歌登会場は、11 月１日と２日に歌登文化会館で開催さ
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れ、体験コーナー、販売のほか 639 点の作品展示があり、両日合わせて 306 人の来場

がありました。 

枝幸、歌登の両会場とも、文化団体はもとより、個人からの出展も多数あり、日頃

の活動成果を披露し、来場された方の目を楽しませてくれました。 

次に、10 月 26 日には、長い歴史を誇る風烈布小学校開校 100 周年記念式典が、町

長、町議会議長、宗谷教育局長をはじめ、町内外から多数の来賓を迎え、盛大に開催

されました。 

次に、枝幸町立小学校準備会議設置に係る説明会を 11 月 10 日から 11 月 25 日にか

けて、適正化の対象となる小学校の学校、保護者、地域住民を対象に行いました。 

以上、申し上げまして、教育行政報告といたします。 

○議長（小原 仁君） 以上で、教育長の教育行政報告が終わりました。 

 

◎日程第５ 一般質問 

○議長（小原 仁君） 日程第５ 一般質問を行います。 

通告は４名からの４問６項目であります。一問一答方式で行いますので、１項目ご

とに質問してください。 

質問する議員は、登壇のうえ発言していただき、再質問以降も登壇のまま発言して

いただきます。 

理事者側の答弁は、１項目ごとに、最初の答弁は登壇のうえ発言していただき、再

質問に対する再答弁は自席にてお願いをいたします。２項目目以降も同様にお願いを

いたします。 

なお、再質問の回数制限は設けませんが、１人当たりの持ち時間は、答弁時間を含

めて１時間以内といたします。 

それでは受理順番に従い、発言を許します。 

３番清水顕志議員の１項目目の質問を許します。 

３番清水議員。 

（３番清水顕志君 登壇） 

○３番（清水顕志君） ３番清水です。それでは、通告に従い質問します。 

質問事項、枝幸高等学校における公立高校配置計画について。 

この度、北海道教育委員会は、2026 年から 2028 年度までの公立高校配置計画を策定

し、概要を公表いたしました。  

その公表の中で、これまで枝幸高等学校は２間口（80 人）の募集でしたが、2026 年

度の入学者は１間口（40 人）とすることを決めました。ただ、宗谷教育局によると、

2027 年度以降は、動向によっては２間口での募集を再開する可能性もあるとしていま

す。 

しかしながら、いずれは１学級になることはほぼ確実であり、枝幸高等学校の進学

者数を増やさなければ、将来的に募集停止、さらには廃校対象となる可能性がありま

す。そうなれば、枝幸町にとって多大な損失となります。 

私は、創立 74 年の歴史ある我が町の枝幸高等学校を存続させることは、枝幸町の最

重要課題の一つとして捉えております。 

そこで、次の２点について質問させていただきます。 

１点目、枝幸高等学校の現状と配置計画の決定に対しての考えについて。 
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現在、枝幸高等学校の全校生徒は 114 名になります。しかし、枝幸町では、急速な少

子化が進んでいる中で、近年では都市部の高校進学への関心が高まり、枝幸高等学校

への進学する数が減少しており、今後の存続が危ぶまれています。 

そこで、今後の枝幸高等学校への進学者数の現状と北海道教育委員会が公表した

2026 年から 2028 年度までの公立高校配置計画の概要に対しての概要に対して、枝幸町

としてどう受けとめているのか、今の率直なお気持ちをお聞かせください。 

○議長（小原 仁君） 答弁を求めます。 

教育長。 

（町長小川俊輝君 登壇） 

○町長（小川俊輝君） 清水議員のご質問にお答えします。 

枝幸高等学校は、町内唯一の高校であるとともに、重要な教育拠点であり、地域の

活力を維持するうえで必要不可欠なものであります。また、地域との結びつきを大切

にした教育活動を通じて、未来を担う人材を多数輩出し、卒業生の多くが多方面で活

躍しているなど、社会の発展に大きく貢献しております。 

ご質問にあります近年の町内中学校卒業者は、卒業者の枝幸高等学校への進学につ

きましては、過去３ヶ年、令和５年から７年の平均で 59％と低下しており、今年度は

61 名中、枝幸高等学校入学者は 32 名で進学率は 52％と、これまでで一番少ない状況

であります。 

来年度の入学者の見込みですが、町内中学校卒業者が今年度より 27 名少ない 34 名で

あることから、１間口となることは間違いないと思われます。 

次に、北海道教育委員会が公表した 2026 年度から 2028 年度までの公立高校配置計

画についてであります。 

この計画は、全道的な少子化の進行を踏まえ、教育資源の最適化を図るための重要

な方針であり、地域の教育環境に大きな影響を与えるものと認識しており、重大な関

心を持っております。 

来年３月の中学校卒業者が 40 名以下であるため、１間口の募集となることは断腸の

思いでありますが、やむを得ないものと受け止めております。 

今後の動向を注視しつつ、高校の更なる魅力化について前向きに取り組んでまいり

ます。 

以上、答弁とします。 

○議長（小原 仁君） 教育長の答弁が終わりました。再質問があれば許します。 

はい。３番清水議員。 

○３番（清水顕志君）  はい、先の報道にもあったように、今の枝幸高校の現状をです

ね、町民の皆さんにお知らせしたかった。 

ご存知のように、枝幸町の子どもの数、出生率を見ますと、枝幸高校の入学者が急

激に減少傾向になることは皆さんも予想していたと思います。 

過去を見ますと、町内の中学卒業者約 30％ぐらいの生徒は、進学先を枝幸高校以外

の他方面へと向いていました。 

それに関しては、様々な理由があります。大学進学のため、将来の職業選択のため、

部活動の技術向上などそれぞれの事情があります。 

これは決して、今まで町外の高校にですね進学した生徒や、これから進学するであ

ろう子どもたちを批判しているわけではありませんので、ご理解のほどお願いします。 
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これは、子どもの将来を左右することですし、ご家族の判断です。私は、子どもた

ちの未来を応援する一人だと思っております。 

答弁にもありましたが、今年の 61 名の卒業生に対し、枝幸高校への入学者は 32 名。

これ、予想に反して１クラスになりました。約 50％の子どもが町外を進学しています。

これは、私達の予想をですねはるかに超えました。 

宗谷教育局が動向を見て、２間口に戻すとしても、いずれはまた１間口になるのは

目に見えてます。私は、枝幸町が、枝幸町は枝幸高校に対して何もしていないと言っ

ているわけではありません。 

今年の７月末には北海道教育委員会教育局長、町長と教育長が陳情に伺っているこ

とも聞いています。また、令和６年度から比べ、令和７年度は新設された入学祝い金

などを含め、大幅な予算をつけていただきました。枝幸町としても重要課題と捉えて

いるのが十分伝わります。 

しかしながら、国は、2026 年度から高校の授業料無償化が私立高校にも実施され見

込みで、これまで大きかった経済的負担のハードルが低くなり、私立高校への関心も

高まり、町外に進学する子どもが増えることが考えられます。 

そんな中で再質問させていただきます。まず、枝幸高校が１間口になると町高校に

どのような影響が出るか。また、北海道教育委員会は、入学者が２年連続で 20 人未満

になると、募集停止基準を下回ると募集停止になると言っていますが、この先、枝幸

高校はその可能性が発生するのか、以上の２点を教えていただきたい。 

○議長（小原 仁君） 答弁を求めます。 

教育長。 

○教育長（小川俊輝君） 清水議員の再質問にお答えいたします。 

まず１点目のですね、枝幸高校が１間口になることによる影響でありますが、まず

ですね、やっぱり枝幸高校、枝幸高等学校の教職員定数が減らされるということは、

校長先生からも伺っております。 

１学年につき２学級が１学級になることによってですね、今年度は大きな影響はな

かったそうなんですが、来年度以降、先生の数が２人から３人減らされていくと、今

年、令和７年、８年、令和９年度にはですね、このままいくと３学年が全て１学級に

なり、なる可能性が高いということになります。 

そうなると、全体の教職員の数がですね、この３年間で６人から７人ほど減るとい

うことは伺っております。 

それから２点目のですね、今後、仮に 20 人未満の状態が２年以上続くとどうなるの

かっていうところなんですが、以前にはですね、確かに連続して 20 人未満が２年続く

と統廃合の対象になるっていうことは言われてますけども、ここ数年ちょっとその辺

の道教委の方針が変わりまして、２年連続 20 人未満となった場合はですね、地域連携

校の対象になるかどうかが検討されるということです。 

地域連携校というのはですね、地域の教育機能の維持向上の観点からですね、通学、

近隣の高校との距離があってなかなか通学が困難であるということ、それから、地元

の中学生の進学率が割と高い高校についてはですね、地域連携校という、ここに位置

づけしてですね、近隣の比較的大きな学校がですね、その協力校として遠隔授業とか

ですね、そういう活動、宗谷管内では豊富高校が確か地域連携校になってます。その

協力校は稚内高校であります。 
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もし、今後、仮に枝幸高校がですね、２年連続 20 人未満となるような状況になれば

ですね、この地域連携校ということが検討されているいくのかなと。従いまして、20

人未満が２年続いたからとすぐ統廃合の対象となるというわけではございませんので、

その辺は、ちょっとご心配いらないのかなとも思います。 

ただ、今後、仮にですね、地域連携校となった後にですね、１学年一桁台、例えば

10 人未満を切るような状態が２年以上続くようであればですね、そうなると再編整備

の対象になりうるというふうに言われておりますので、今後、その辺は危機感を持ち

ながら、地元中学生の枝幸高校への進学率を少しでも上げていかなきゃならないとい

うふうに、そういう、私はそう同じように危機感を持ってます。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ３番清水議員。 

○３番（清水顕志君）  ただいまの答弁にありましたが、あの１間口になると、教員の

減少、また、もう一つ言えるのが部活動の縮小、このようなことが考えられます。 

これは生徒にとってですね、教育活動に多大な影響が出ます。また、地域の特性を

考え、募集停止になることはないにしろ、次の段階で地域連携。先のことはあまり考

えたくはないんですけども。 

ただ、そう、万が一、万が一ですよ、想像はしたくないですけども。ただ、募集停

止基準というルールがある以上、最悪の事態を考えたとき、それまで暮らした地域を

離れる生徒が多くなることはもちろん、自宅から通学ができる距離であれば良いが、

徒歩だと下宿することも視野に入れなければならない。そうすると、仕送りなどを支

援するご家庭は経済的負担が増します。 

町も、人口減少、少子高齢化、過疎化と歯止めがかからなくなり、当然、地域の文

化や産業も衰退していくことになります。 

この負のスパイラルは、小中学校でも同様に起こりうるが、特に高校段階では、将

来の人生を選択するときでも重要な時期であります。 

この地域に住み続けたい、いずれは帰ってきたい、この地域で働きたいと思う人材

を育成していくかは、枝幸町の未来を大きく左右することになります。 

そこで、次の質問に移りたいと思います。 

○議長（小原 仁君） これでよろしいですか。答弁はいいですか。 

○３番（清水顕志君） はい、いいです。 

○議長（小原 仁君）  それでは、清水議員の１項目目についての質問を終わります。 

引き続き、清水議員の２項目目の質問を許します。 

清水議員。 

○３番（清水顕志君）  それでは２点目の質問に移りたいと思います。今後の枝幸高等

学校の将来像について。 

宗谷教育局は、今後、遠隔授業や学校間連携、中学校と高校で教員を派遣し、授業

改善など高校の特色化・魅力化を進めていきたいとしています。 

枝幸高等学校を存続させるためには、特色化・魅力化について、枝幸町として枝幸

高等学校の進学率を高めるために、どのような対策をお持ちなのかお聞かせください。 

○議長（小原 仁君） 答弁を求めます。 

はい、教育長。 

（教育長小川俊輝君 登壇） 
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○教育長（小川俊輝君）  清水議員のご質問にお答えします。 

枝幸高等学校は、地域との結びつきを大切にした教育活動を通じて地元愛を育む学

校であるとともに、進路多様校として、都市部の学校へ行かずとも大学進学を十分に

目指せる教育体制と就職に活かせるスキルや資格取得ができる学校と考えております。 

町では、枝幸高等学校への進学率向上のために様々な支援を行っております。 

具体的には、生徒の学習機会の確保として、宿泊研修や見学旅行におけるバス借上

料の助成、各種検定等受験料の補助を行っております。 

次に、保護者の負担軽減として、入学祝い金の支給、タブレット購入費用の全額助

成などを行っております。 

また、麗澤大学との連携協定を結んでおり、えさし探究とのコラボや文化研究部と

の共同活動を行うなど連携を深めています。 

今後も、これらの施策を通じた枝幸高等学校の魅力を高めるため、一体となって尽

力してまいります。 

以上、答弁とします。 

○議長（小原 仁君） 答弁が終わりました。再質問があれば許します。 

清水議員。 

○３番（清水顕志君）  はい、今、魅力化とか特色化とかですね、なかなか用語がわか

らない町民もいるかなということで、少しだけ説明させてください。 

まず、学校と地域が相互に資源を利活用することによる地域活性化と魅力ある高校

づくりを魅力化と称し、地域の特色を生かした教育を展開することにより、地域内外

から進学者を増やす、そして地域活性化の糸口を見つけるのが特色化としております。 

すいません、ちょっと説明でした。 

枝幸高校の独自の魅力あります。 

先ほど教育長もおっしゃっておりましたが、皆さんのご存知のとおり、音楽部のト

ーンチャイムは器楽の部で来年度も全国大会に推薦されていますし、また、文化総合、

総合文化研究部では、ミュージアムミュージアムや各大学、専門家と連携をしながら、

遺跡発掘や自然観察を行い活躍をしております。 

また、令和２年度からは、枝幸町の産業などの調べ学習、えさし探究、これも活発

に行い、５年たった今では、まちづくりや商品開発にも視野を広げ、ふるさとに思い

を寄せる活動を展開しています。 

そして、令和３年度から、これは枝幸町が子どもたちのために設置していたいただ

いた公営塾、高校と公営塾の双方のご指導が効果を発揮し、大学進学者が増えている

ことに大変嬉しく思います。 

枝幸高校の魅力、徐々にパワーアップしております。子どもたち、ご家族が枝幸高

校でも大丈夫なんだという思いになってくれると嬉しいです。 

そこで、どうしたら枝幸高等学校の進学率を上げる、また、１間口を守る道がある

のか再質問させていただきます。 

まず、地域内外から募集する特色ある学校づくり、これをするために総合学科又は

職業学科などを設置する考えはありますか。 

もう一点、宗谷教育局が言う遠隔授業、教員の派遣など、学校間連携を模索し、生

き残りをかけた戦いをするより近隣町村との協力と連携を考えるのか、以上の２点を

お聞きします。 
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○議長（小原 仁君） 答弁を求めます。 

はい、教育長。 

○教育長（小川俊輝君）  ただいまのご質問にお答えいたします。 

まず１点目のですね。総合・職業学科ですかについてのご質問であります。 

ご存知のように枝幸高等学校は、普通科ということで、進学、就職、両方にも対応

できる教育課程で生徒が学んでいるわけでございます。 

職業科っていうご提案なんですが、私もですね、ちょっと北海道教育委員会の、ち

ょっと、ちょっと担当者レベルなんですけども、ちょっと道教委に赴いてですね、ち

ょっと、ざっくばらんにその辺もちょっと聞いてみたことがあるんですね。 

そしたらですね。ここ数年、職業科の新設についてはですね、やっぱりちょっと、

ある程度学校規模が必要だということで、１学年３学級以上の学校であればですね、

普通科をベースとして職業科をちょっと１間口増やすとか、そこに転換するとかって

いうことはちょっと考えられるんですが、枝幸高校のように１学年２間口以下のちょ

っと小規模高校についてはですね、ここ数年では、職業科を新設するようなそういう

動きっていうか事例はないそうでして、担当者の感覚としては、ちょっと、ちょっと

否定的なニュアンスを感じております。 

この件については、今の枝幸高校の校長先生ともちょっとお話させていただきまし

て、ほぼ同様の考え方であります。 

それで、生徒にもいろんなニーズ、需要があると思いますので、今の普通科のカリ

キュラムをベースにですね、生徒の要望に応じた、いろいろちょっとした資格を取る

とかですね、ちょっと探求的な活動の中で、キャリアプラン、職業を意識したそうい

う授業もいろいろ工夫してできますんで、あくまでも普通科をベースで、そういう教

育活動をしていった方がいいのではないかっていうところも、私もですね、今のとこ

ろ、そういう考えをベースとしております。 

もう１点ですね、遠隔授業とか学校間連携っていうところで、遠隔授業については、

先ほど、今後、仮にですね地域連携校になった場合は、遠隔授業配信センターを通じ

て、いわゆる T-base っていうかね、そういう遠隔授業の配信センターから授業を受け

られるそういう形になってきますんで、今の北海道教育委員会の教育長もですね、今

後は、やっぱり遠隔授業がキーワードだなっていう話は、今年７月、ちょっと町長と、

募集人員、募集間口の維持の要望したときにですね、雑談の中で、北海道教育長もそ

ういうふうにおっしゃってました。 

まさに、今後は、遠隔授業がやっぱりキーワードになるのかなというふうに私も同

じく思っている次第です。 

あと、学校間連携についてですが、過去にですね、枝幸高校とあと近隣の浜頓別高

校でですね、たまたま教科担任のちょっと過不足があったときにですね、ちょっと充

実している教科の先生が近隣の高校に出向いて、乗り入れ授業をして、お互いそうい

う授業をこうやったっていうそういう実績もあるそうです。 

やはり、近隣の高校とは、そういうお互い補完し合いながら、あと将来的に部活動

の部分もですね、今後、当然、近隣校との連携も必要になってくると思います。 

今後、綱引きをするのではなくてですね、お互い共存・共栄できることがですね理

想なのかなというふうに考えております。 

以上です。 
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○議長（小原 仁君）  ちょっと、ちょっと待ってください。質疑、答弁含めて、もっ

と簡単明瞭にお願いいたします。はい、どうぞ。 

○３番（清水顕志君）  はい、今、教育長の答弁を聞きながらですね、これ、なかなか

難しい問題かなと。はっきり言いますと、土台のない中の答弁だなというふうに私は

思っております。 

これ、何回か協議をしてですね、協議をしての質問ならまだしもですね。なかなか、

とても難しい問題だと思ってます。 

私が調べた限りですね、道内では、多岐に渡り総合学科や職業学科、設置する高校

が増えています。それでも定員割れが続く高校もあります。 

他の地域から生徒を集めるのにも限界があることもわかります。成功している例は

ごくわずかです。 

高校の間口を維持していくには、それに見合う入学者を確保するしか道はないのか。

そのためには、地元の子どもがここで学びたい、保護者がここに通わせたいという、

小規模校ならではの地域の特色を生かした魅力ある教育をするのも現実的なのか。こ

れは、小規模校を持つ市町村はですねどこも悩んでおります。 

地方では、高校存続の問題は、行政や民間支援者と一体となって地域の優先課題と

して取り組む自治体や高校が増えています。 

枝幸町も 10 年先を見据えた対策、もうそろそろしていけませんか。ここは、お互い

に重要課題ということは共通していると思います。皆さん、まず、何かしらのアクシ

ョン、アクションを起こしませんか。枝幸高校、小さな学校の大きな挑戦にですね力

を貸していただきたい。 

ここで一つ、私から提案させてください。この問題は、決して行政だけに何とかし

てくださいということは私は言いません。私も卒業生です。一緒に考えさせてくださ

い。 

教育長、早急にですね、この枝幸高校の未来を考える。名前は何でもいいですけど

も、検討委員会など、話し合える場を提供していただくか、そのような場に行政も参

加してもらえるのか、どうでしょうか。答弁をお願いいたします。 

○議長（小原 仁君） はい、答弁をお願いします。 

はい、教育長。 

○教育長（小川俊輝君）  ただいまのご質問について、簡潔にお答えします。 

まず、議員のおっしゃることも重々理解できます。ただ、今現在ですね、枝幸高等

学校にですね、学校運営協議会っていうのが確か去年、一昨年からかな、設置されて

おりまして、この学校運営協議会というのはですね、地方教育行政の組織及び運営に

関する法律に基づく法定の機関であります。 

その学校長の定める学校経営方針を承認したり、それに意見を述べたりですね、そ

れ以外の学校運営にまつわる様々な提言、あと、教職員人事まで意見を述べるという

極めて強力な権限を持たされている組織です。 

構成メンバーはですね、地域の方、保護者の代表の方、枝幸高校では、行政機関の

職員が３名も入っております。 

そういった中で、今、議員がおっしゃられる枝幸高校の将来に向けての議論のやっ

ぱりベースとなるのは、私はこの学校運営協議会の中でですね、やっぱり、枝幸高校、

今後どうするかっていう視点でですね議論していただきながら、今後、その協議会だ
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けの組織ではちょっと足りないよね、もっと枠を広げて大きな組織にしていきましょ

うとなればですね、そこは、また、そういう検討ももちろん必要だと思いますし、あ

くまでも、当初、取っ掛かりの議論としては、学校運営協議会っていうのが、やっぱ

り、私は妥当なところなのかなというふうに考えています。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） いいですか。 

はい、３番清水議員。 

○３番（清水顕志君）  教育長、私は多分この質問をしたということは、行政も真剣じ

ゃないとは言いません。でも、10 年先を見た高校づくりをしていこうということなの

で、つくってこういうものを一緒にやりましょうと言ってくれれば非常にありがたい

問題です。 

学校運営協議会だとか、そういうものももちろん大事ですから、そういう中でも、

そういう討論になると思います。 

先ほども言ってますけども、まず教員の人数が減少するのは避けられないでしょう。 

先ほども申し上げましたが、枝幸高校のこれからを考えたとき、枝幸町ができるこ

と、枝幸町ができること、これは教員の人数が大幅に減少にならないよう、また、先

ほど遠隔授業という話ありましたけども、これもちろん必要だですけども、もちろん

この遠隔授業の T-base というんでしょうか、これを発信しているのがですね、札幌の

有朋高校からがほとんど基地となって１校でやっています。 

多分、こういう高校が、小規模校が多くなってくると多分パンクする可能性も出て

くるかなと。そうすれば、遠隔授業をやるためにはこの基地を増やさなければならな

い。 

ということはですね、これは枝幸町が北海道教育委員会と連携を深め、十分に話し

合いを進めていただくようですね私期待しておりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

最後になりますが、今すぐですね募集停止ということはないと思います。しかし、

枝幸町では、これから第３次まちづくり計画が始まります。その中で、高校という存

在は、この町に欠かせない重要な位置づけにあるのは、皆さんもご承知かと思います。 

今まさに小中学校の統合もあって大変お忙しい時期だと思います。 

今から、この問題を重要事項と捉えて何かしらの対策をとらなければならないと思

います。みんなで良い案、良い知恵を探せることを願います。 

最後に、この高校存続という問題はですね、今、教育委員会とやっておりますけれ

ども、本来でしたら、枝幸町全体の問題と私は思っております。ですので、ここで答

弁者を指名するのは、本来でしたら、本来でしたらいけないことではありますが、最

重要課題ということで、最後に町長から一言あればお願いします。 

○議長（小原 仁君） いいですか。 

はい、町長。 

○町長（村上守継君）  私から答弁させていただきますけども、これまでの清水議員と

教育長とのやり取りの中でですね、ある程度いろいろ課題、問題点も出ておりますし、

その認識についてもですね、私は今まで教育長が答弁した内容とほとんど同じ考え方

でございます。 

最後の方でおっしゃられました、今、枝幸町も、これから 10 年後に向けての新しい
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そのまちづくり計画の策定にも取り組んでいる最中でもございますし、そういう中で

いろいろと皆さんとの意見交換もしながらですね、多くの考え方も聞いておりますの

で、そうしたことを踏まえて、これからの地域の、今、枝幸高校の存在っていうのが

ね、活力の低下に繋がらないようにですね、しっかりと取組を進めてまいりたいとい

うところが私からの答弁でございます。 

○議長（小原 仁君） よろしいですか。 

○３番（清水顕志君） はい、ありがとうございます。以上です。 

○議長（小原 仁君） はい、これをもちまして清水議員の一般質問を終わります。 

１時間以上経ちましたので、11 時 20 分まで休憩といたします。 

休憩 午前１１時０５分 

再開 午前１１時２０分 

○議長（小原 仁君） 休憩を解きまして、会議を再開いたします。 

続きまして、５番野口洋郎議員の質問を許します。 

はい、野口洋郎議員。 

 （５番野口洋郎君 登壇） 

○５番（野口洋郎君） 通告に従いまして質問いたします。 

当町における教育費の負担軽減の取り組みについてお伺いいたします。 

お米の価格が２倍以上になるなど、今般の物価高騰は全ての世代で深刻な影響が出

ています。 

しかも、給料や年金などの収入は、この物価高騰に全く追いついていないのが現状

です。少子化が社会問題になっている現在、子育て世代の教育費の負担を軽減するこ

とが急務と考えます。 

文部科学省は、昨年 12 月、令和５年度子供の学習費調査の結果を公表しました。保

護者が子どもの学校教育及び学校外活動のために支出した１年間の経費の実態を取り

まとめたものです。 

これによりますと、子ども一人当たりの１年間の学習費総額は、公立小学校 33 万

6,265 円、公立中学校 54 万 2,474 円、公立高校で 59 万 7,752 円という結果です。 

公立小学校の学習費総額の内訳は、学校外活動費が 64.3％、学校教育費 24.3％、学

校給食費 11.4％となっています。全国の平均値ですので地域差が出ると考えられます

が、学習費は子育て世代にとって大きな負担になっています。 

そこで、教育長にお伺いいたします。教育費の保護者負担の軽減について。 

 この学習費調査の結果に対応した形で、今年６月、文部科学省から学校における補

助教材費及び学用品費、学用品等に係る保護者等の負担軽減についてという通知が出

されました。 

これは、保護者等の経済的負担を軽減させるために取り組まれている先進事例を５

項目にわたって取りまとめ周知したものです。例えば、保護者と負担で購入していた

教材の学校備品化ですとか、制服の見直しによる安価化やレンタル制度の導入などで

す。 

これらは、当町としても積極的に取り組んで、保護者等の負担を少しでも軽減する

べきだと考えます。この通知に対して、当町はどのような対策を考えていますか。 

また、複数の自治体で、教材費を無償化するという施策も進められています。 

枝幸小学校の例で言えば、小学校１年生でテキストやドリルなどの教材費は年間
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6,120 円になります。この他にも、給食費、PTA 会費、修学旅行費などがかかってきま

す。そもそも憲法 26 条第２項では、義務教育はこれを無償とするとうたっています。 

これらを無償化もしくは軽減する考えはありませんか。 

以上に対する教育長の所見を伺います。 

○議長（小原 仁君） 答弁を求めます。 

はい、教育長。 

（教育長小川俊輝君 登壇） 

○教育長（小川俊輝君） 野口議員のご質問にお答えします。 

文部科学省からの通知にある現在の物価高による家計が受ける影響を考慮した保護

者負担の軽減についてであります。 

本通知を受け、既に学校との意見交換を実施しております。その中で、使用頻度が

低い教材や衛生管理上好ましくない教材などのご意見を伺っております。 

現在、これらの意見を踏まえ、学校備品として適切な教材の精査を進めており、そ

の結果に基づき、学校と協議のうえ、必要な教材を選定し、保護者負担の軽減に努め

てまいります。 

また、小中学校では、要保護準・要保護児童生徒援助費、特別支援教育就学奨励費

などのほか、給食材料費の支援を行っており、高校では、先ほど清水議員の答弁で申

し上げましたとおり、タブレット端末の全額助成、入学祝い金、校外活動のバス借上

料の助成などを行っております。 

さらに、学習費総額の 64.3％を占める学校外活動費については、家庭学習費や学習

塾などの支出が最も多いとされておりますが、無料で開設している公営塾の対象を、

今後、中学生まで広げることを検討しているところであります。 

最後に、義務教育の無償化については、授業料を徴収しないことを指すと解釈する

のが通説となっておりますので、学用品などは無償の範囲外と認識しておりますが、

文部科学省の通知を受け、保護者の負担軽減の観点から、国や他の自治体の動向を注

視しつつ検討してまいります。 

以上答弁とします。 

○議長（小原 仁君） 教育長の答弁が終わりました。再質問があれば許します。 

野口議員。 

○５番（野口洋郎君）  はい、まずですねちょっと確認したいんですが、こういう学校

のことをいろいろ調べていると、必ず引っかかるのがですね、学校教育法の第５条っ

ていうのがありますね。これは、設置者負担原則って言われていますけども。 

これはちょっと調べると、教科書以外の教材や設備備品については、設置者負担主

義の原則に基づき学校の設置者が、要するに市町村ですね、その整備について責任を

負い、その費用を全て負担するという、そういう解釈がされてますよね。学校教育法

の第５条です。 

ですから、教科書以外のものは設置者が負担するっていう、そういう法律の立て付

けになってるんだと思うんですが、この辺をどういうふうに解釈しているのかってい

うところを、ちょっと、まず一点お聞きしたいんですけども。 

○議長（小原 仁君） 教育長。 

○教育長（小川俊輝君）  ちょっと、今、ご指摘の学校教育法第５条というのは、ちょ

っと、今、つぶさにちょっと熟読しておりませんので、正確な答弁になるかどうかは
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ちょっとあれなんですけども。おそらくですね、これちょっと、学校設置者で負担す

るというのは、当然、学校の施設整備、設備あと備品関係ですね、黒板とか机椅子、

放送機材とかそういうのは、当然設置者側でやっぱり準備しなきゃいけません。 

それで、その中でも児童生徒が日頃授業で使う消耗品的なもの、あとは個人の帰属

にするのが妥当であると考えるもの、それについては、前々から個人負担、保護者負

担をお願いしてきた経緯があるのかなというふうに考えております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） 野口議員。 

○５番（野口洋郎君）  大体そういう解釈だと思うんですね。それで、今、最初の教育

長の答弁にあった教材費を精査して必要なものは公費負担するというような答弁があ

りましたが、これ具体的にはね、今精査してる最中だと思うんですけども。 

具体的にはどのようなものがあって、それによってどれぐらい負担が軽くなるのか、

その辺どうですかね、もし出ているものであれば、ちょっと説明いただきたいんです

けど。 

○議長（小原 仁君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（三浦淳史君）  はい、ただいまの野口議員のご質問にお答えをいたし

ます。 

金額まではですね、今ちょっとものの整理をした段階ですので、そこまではちょっ

と調べておりませんので、まだ、ちょっと作業中だということでご了承いただきたい

と思いますが、例えばということでお話をさせていただきます。 

例えば、書道セットだとかですね、絵の具、それから彫刻刀、それからリコーダー

とかピアニカとか、そういったようなもの、代表的なものも一つの例ですけれども。

そういったものをちょっと、今、精査いるだろうなというふうに思っております。 

例えば、衛生的な面でと言っていたのは、例えばリコーダーとか口に直接口につけ

るものそういったもの。それから毛筆なんかでいけばですね、筆を全部流してしまう

子もいれば、縛ってやるお子さんもいたり、好みの問題も出てまいりますので、そう

いったことの精査が要るんだろうというふうなことで理解をしております。 

そして、その辺で金額の有無なんかもありますし、あと、すいません、算数セット

だとかそういったもの。算数セットっていうのが実は低学年あるんですね、そういっ

たものについては共有できるのかなと思っておりまして、おりますので、その辺、今、

精査している最中でございます。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） はい。野口議員。 

○５番（野口洋郎君）  なぜ、私がこんな質問をしているのかっていうところなんです

が、これ、枝幸町子ども応援計画っていうのを教育委員会で出してるやつだと思うん

ですね。この中でアンケートを取ってるんですね。 

これ令和５年のものなんですけども、この中で、子育ての経済的支援についてって

いうのを望んでいるっていう方がですね、かなりの数なんですね。 

そういう方はどういう状況かっていうと、その暮らしの経済状況が、やや苦しいと

か、苦しいっていう方が 33％なんですよね。 

で、こういう方々は、やっぱりその教材費、学校にかかるお金がやっぱりきついん

だっていうふうに思うんですよ。 
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それで、その子どもをね育てていくっていう、要するに、子どもを育てづらいって

いうふうになってるんだっていうふうに思うんですね。 

その中で、教材費だとか、なんていうか、学校で揃えるものは揃えていただければ、

その分教材費も浮くし、生活が苦しい中でもね、子どもを育てやすくなるんではない

かなとというふうに思っています。 

それで、今、国の方でね、給食費の方は国の負担になるんではないかなという期待

がちょっと持てるような議論されていると思うんですが、今、自治体でによっては給

食費を無償にしてたり、一部補助してたりっていうところももちろんあるんですけど

も、枝幸はまだできてない。 

ただ、これが国でやることになれば、もちろん枝幸でも給食費が無償になるんじゃ

ないかっていう期待はしています。しているんですが、教材費についてはですね、こ

れも自治体によっては、質問にもありましたけれども、自治体によっては無償化して

いるところもあるんですね。 

それで、ちょっとお聞きしたいんですけど、この無償化しているところはね、給食

費なんかもそうなんですけど、財源をどこから持ってきてるんだろうっていうところ

なんですよ。一般財源の中からね、もちろん教育費の中でやってるんだと思うんだけ

れども、その財源があれば、財源さえあればできるわけじゃないですか。 

で、他の自治体でやっているっていうことは、どっかから財源を持ってきてやって

るんだと思うんですけども、その辺、何か認識があればちょっとお伺いしたいんです

けども。 

○議長（小原 仁君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（三浦淳史君） ただいまのご質問にお答えをさせていただきます。 

いろいろ議員おっしゃられるとおりですね、無償化を行っている市町村もいくつか

ございますし、行っていないところもございます。 

ちなみにですね、令和６年度の決算状況の中で、給食費の材料費、材料費に見合っ

て給食費の徴収って基本的には考えていくということになるんですが、そちらの国か

らの交付金でですね 600 万充当させていただいておりますので、そこは給食費の方に反

映はさせていただいてるということは、この場で述べさせていただきます。 

それで、ご質問にありますとおりですね、その他の財源については、町によってい

ろいろあるとは思うんですが、例えば聞き及んでいるところであればですね、子ども

施策のところの部分の財源を使ったりっていうのは聞いたことはございますが、ちょ

っと、私もそこを詳しく調べているわけではございませんので、そういった事例も一

部あるのかなと。 

あと一般財源化してるところも、もちろんあるのかなという感じはしますが、その

ような認識でございます。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） 野口議員。 

○５番（野口洋郎君）  はい、財源の問題は難しい話なのかもしれないんですが、例え

ば先日ですね、この教育費、学校に納めるお金ですね。これの資料は教育委員会から

いただきました。さっきも話しましたけど１年生で 6,120 円、２年生で 4,447 円あっ

て。 

ただ、ただね、これサマースキル、ウインタースキルっていうのがありますでしょ。
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これが未定になっているんですけども、これって、どれぐらいかかっている。例年、

大体でいいんですけども、それ、その金額、これは学年によって違うのかな。ちょっ

とわかんないんだけども、そこをちょっと説明ができればお願いします。 

○議長（小原 仁君） はい、学校教育課長。 

○学校教育課長（三浦淳史君）  すいません。ちょっと学年ごとによっても違うと思い

ますので、ちょっとお時間をいただきましてですね、後ほどお答えさせていただく形

でよろしいでしょうか。 

○議長（小原 仁君） はい、野口議員。 

○５番（野口洋郎君）  サマースキル、ウインタースキル、これは、夏休み、冬休みに

使う教材ということでいいのかなと思うんだけれども。それを抜かしたとしても、６

年間でねもらった資料によれば４万 7,567 円ですね。 

そうするとね、枝幸高校の枝幸高校じゃない、枝幸小学校の子ども達っていうのは、

今、確か 172 人ですね。でね、割り返すと、大体ね、年間で 140 万あればこの教材費

出るんですよね。枝幸小学校だけですよ。140 万ですよ。140 万あればこの教材費をあ

の町としては無償にできるっていう計算、ざっくりした計算なんだけども、この程度

なのものです。 

これをどっかから財源を持ってきて、無償にすることができないかなって考えるん

だけども。 

その辺何か、なんちゅうか、例えばですよ、あのふるさと納税があるじゃないです

か。その中の子育て教育応援事業っていうのありますね。これかなり基金が積み上が

っているんだと思います。 

それをの一部を使ったって、この 140 万ぐらいのお金が出てくるんじゃないかなと思

うんだけれども、その辺の考えをちょっとお聞きしたいんですよ。 

○議長（小原 仁君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（三浦淳史君）  はい、ただいまのご質問にお答えをいたします。 

まずもってですね、財源の話は当然ついてくる話だとは思うんですけれども。 

私どもの方では今の段階ではですね、まずは精査ですね、先ほどお答えさせていた

だきましたとおり、例えばリコーダーとかねそういったものを外れてくるんだとか、

彫刻刀だとか必要だよねとかっていったようなその精査をした中で、金額の積み上げ

をさせていただく中で、財源の話もセットで内部で詰めていかなきゃいけないかなと

いったちょっと認識に立っておりますので、財源の問題までは、今、ちょっと私の方

では、今、この場では、ちょっとお答えにくいかなというふうなことで認識をしてご

ざいます。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） 野口議員。 

○５番（野口洋郎君）  最終的にはね、財源これを使ってっていうような話にはなるん

だと思うけど、今のところまだそこまでは、いってないんだっていう、そういう認識

だと思います。 

それで何て言うかな、例えば、その入学前にかかるものだとかってありますでしょ。

さっき言った書道セットだとか、彫刻刀だとかって、そういうのって多分小学校に入

る前とか、例えば何年生になる前に揃えなさいっていうようなことになると思うんで、

それがやっぱりなかなか大変だという声があるわけですよ。 
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何で、何で教育にこんなにお金がかかってしまうのか、義務教育なのに何でこんな

にお金かかってしまうのかっていう声が、やっぱり枝幸町だけではなくてね全国的に

あって、そういう中で教材費を無償化したりだとか、そういった議論が出てきてるん

だと思うんですね。 

町の考え方として、先ほどの教育長の答弁の中にはあったと思うんですけども、町

の考え方として、この義務教育の部分のかかるお金、これを何とかしたいというよう

な、いや、今、課長は今精査をやってるからそれを待ってって言うんだけども。 

その最終的なさ、何ていうか、こうしたい、ああしたいっていう、これは要するに、

子育てを応援するためにね、この少子化が社会問題になっている今だから、子育てを

応援するために町としては教育費にはお金を使って、子育てができやすい、しやすい

町にするんだっていう、そういうような考えがあるのかないのか、その辺をちょっと

お聞きしたいんですよね。 

○議長（小原 仁君） はい、教育長。 

○教育長（小川俊輝君）  野口議員のご質問にお答えします。 

非常に高度な政策的判断を伴うことですんで、ちょっと、この場で私から明言はで

きません。ただ、あれ、議員のおっしゃることも十分わかります。 

今、これだけの物価高の中、保護者の負担を少しずつ、少しでも減らすために、義

務教育にかかるコストを抑えていこうというのは、そういうのもあってですね、文部

科学省から保護者の負担が過重なものとならないように配慮いただきたいという趣旨

ですので、我々もそれをきちっとしっかりと踏まえてですね、今、実態調査、各学校

でやってですね、これは学校備品で町費で賄ってもいいよね、これはちょっと個人で

負担してもらいましょう。その辺の仕分けをですねしている最中ですので、その結果

が出た後にですね、また、更に保護者負担の軽減が必要かどうかも含めてですね、こ

れ、今後の課題だと思ってますんで、対応していきたいと思います。 

よろしくお願いします。 

○議長（小原 仁君） 野口議員。 

○５番（野口洋郎君）  前向きな答弁ありがたいと思います。それで、この精査、いつ

ぐらいまでに終わる予定で、どれぐらいに結論が出るのか、そこをちょっと教えてく

ださい。 

○議長（小原 仁君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（三浦淳史君） はい。ただいまの野口議員のご質問にお答えいたしま

す。 

時期の、時期ということでよろしいですか。 

そうですね、今、新年度の予算要求の時期も、今、ちょうどそういう策定の時期で

すし新年度ということにならないので、精査含めて、国の参考資料等々も突き合わせ

をしながらですから、８年度入ってからかなと思います。 

財源等も含めて考えるということになれば、多分３月ぐらいまでには厳しいのかな

というふうに考えておりますが、大体の予定ですけども、８年度当初ぐらいには、ま

とめたいなというふうなふうには考えております。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） 野口議員。 

○５番（野口洋郎君）  いろいろと時間かかるとは思うんだけれども、これ文部科学省
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から、文部科学省から出ている統計の調査の方は昨年の 12 月でしょ。それで通知の方

が６月に来てるんだよね、そっからもう手つけてるんだと思います。 

それでもう半年たっていますので、なるべく早くね結果を出して、要するに、今、

実際に困っている方たちがいらっしゃるという、それで、この、この応援計画の調査

っていうのは令和５年の調査なんですよね。 

今、令和７年、令和５年ぐらいからお米の価格が上がって物価も上がって、本当に

生活しづらい状況になっていると、それはもう身を持って感じていると思うんですね。 

今年の春先、高校生との懇談がありました。議員と高校生と懇談して、その中のお

話でですね、女子学生がお母さんと一緒に西條に買い物に行くんだと。最近は買い物

に行ったら必ず１万円を超えるって言うんですよ。 

これ、僕も買い物行くんで実感としてわかるんですよね。今まではね、ちょっと大

きなものを買って１万円超えて、あっ１万円超えてしまったっていう感覚だったんだ

けど、今は、買い物行けば必ず１万円超えますという感覚です。それぐらいね、子ど

もたちもすごく敏感になっているんですよね。 

ですから、教育にお金がかかるっていうことに対して、子どもたち自身が、何て言

うかな萎縮っていうんでもないんだけど、親に申し訳ないなっていうような気持ちに

なるっていうのは、これは恥ずかしい話で町としてね。 

だから教育、思い切り、思い切り教育を受けるために、それほど負担のない形で枝

幸の町はやっていけるんだっていうようなことが外側に向かって言えるような町であ

ってほしいと私は思います。 

ですから、なるべく早くその今の作業を詰めていただいて、それで、これぐらいは

詰めるところまで来ましたよっていうのを早く町民の方に発表していいただければ、

町は頑張ってるんだなっていう、そういうようなアピールにもなると思うんですね。 

その辺を踏まえて、最後に教育長、何かございましたらお願いしたいんですが。 

○議長（小原 仁君） はい、教育長。 

○教育長（小川俊輝君）  保護者の負担を少しでも減らす減らしていくというのは私も

同感です。 

それで、その学習備品とかそういうものの他にもですね、やっぱりお金がかかる要

素としては、例えばスキー用品とかですね、ウェアとか、あと、そういう季節ごとに

そういう大きなお金がかかる状況もありますので、今、リユースの、にじの森ファミ

リーサポートセンターでは、リユース広場といって、使わなくなったそういう子ども

向けのそういうものをですねフリーマーケット方式で出して、格安で欲しい方が買う

とか、そういう仕組みをやっぱり子育て世代の方にですね、やっぱりきちんと周知し

て、できるだけ家計の負担を減らしていくっていう。 

そういう緻密ですけども、そういう取組もやっぱり必要なのかなというふうに考え

ております。 

まだ、議員おっしゃったことは、今後の課題としてですね、ちょっと検討してまい

ります。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） 野口議員。 

○５番（野口洋郎君）  ありがとうございます。それで、さっき、今、教育長がおっし

ゃったので、ちょっと、あれなんですけど、例えばスキーですよね、あれすごく高い
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じゃないですか。 

スキーの板も、ウェアも、靴も、ビンディングもとなると、やっぱり、今どれぐら

いかかるのかわかんないけど、僕ら子どもの頃でもやっぱ４・５万、５・６万はかか

っていたっていう。 

そういうのをね、なんかうまいことをやれれば、それこそレンタル的なものででき

れば、もっと親御さんの負担も減るのかなっていうような気が今したところです。 

以上で質問を終わります。 

○議長（小原 仁君） これをもちまして野口議員の一般質問を終わります。 

引き続きまして、４番徳保喜幸議員の１項目目の質問を許します。 

はい、徳保議員。 

（４番徳保喜幸君 登壇） 

○４番（徳保喜幸君） 通告に従い質問をさせていただきます。 

閉鎖中の歌登フォレストピアホールの有効活用と地域の誇りの再構築。 

新枝幸町合併から 20 年が経過しようとしている中、今年は、今後 10 年間の第３次ま

ちづくり計画が議論されております。 

２町が合併して現在がありますので、中には機能が重複する施設があって、閉鎖施

設もあるものとは認識をしておりますが、現在閉鎖中のフォレストピアホールは、地

域の文化活動の歴史を支え、歌登の名のもとに多くの著名歌手が訪れており、地域住

民にとってかけがえのない誇りの象徴であったのではないでしょうか。 

私も、今年 10 月 17 日開催の議会両常任委員会行政視察で訪問し、初めて細部を視察

してきましたが、非常に立派な設備を有しており、今後に残すべき施設だと実感しま

した。 

この施設は、歌登町政施行 30 周年記念事業として建設されたとのことでございます

が、当時、建設に関わった方たちには相当の思い入れがあったのではないかと想像い

たしますとともに、歌が登るまち歌登の名のもとにご尽力された皆様に敬意を表した

いと考えております。 

これまで改修工事がなされていなかったとのことで、設備更新等を含め、改修に相

応の投資を必要とするとは認識をしておりますが、この投資は単なる支出ではなく、

今後の枝幸町及び地域未来の文化資産を確固たるものにするための戦略的投資と位置

付けるべきと考えます。 

かつては歌登の誇りでありましたが、今後は、枝幸町の誇りとして有効活用すべき

施設ではないかとの考えのもと、次の点について伺います。 

質問の１項目目、フォレストピアホールの今後の有効活用についてということであ

りますが、この施設は、令和４年３月に改定された枝幸町公共施設等総合管理計画に

おいて長寿命化を図る施設となっており、また、令和５年３月に制定の枝幸町公共施

設再配置計画においても将来的に維持する施設として位置づけられております。 

現在の所管課は、教育委員会社会教育課とのことで、まさに文化振興を担当する、

しっかりと検討していかなければならない部署が所管しております。 

私は、芸術・公演イベントのみならず、各団体、企業の研修や大学等の合宿誘致な

ど、また、当然町民の利用もあるでしょうし、様々な方法により有効活用すべきと考

えますし、このことが枝幸町の社会教育の充実振興にも寄与するものと考えますが、

今後の有効活用についてどのようにすべきとお考えか、教育長の所見を伺います。 
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○議長（小原 仁君） 答弁を求めます。 

はい、教育長。 

（教育長小川俊輝君 登壇） 

○教育長（小川俊輝君） 徳保議員のご質問にお答えします。 

フォレストピアホールは、平成５年７月に開設し、固定席 250 席を備え、開設当初

は、コンサートや演劇、講演会など、幅広い文化活動の場として利用が活発でありま

した。 

しかしながら、近年、コンサートの開催にあたっては 500 人規模の会場が求められて

いることから、中央コミュニティセンターでの開催となっており、文化団体や学校の

利用も年々減少し、近年はホール利用が大幅に減少しております。 

また、竣工から 32 年が経過し、舞台とステージ用調光設備から雨漏りがあり、冷暖

房用設備も故障しています。音響設備についても部品の供給が終了しているため、故

障した場合は使用できなくなります。 

このため、本年４月より、当分の間、施設を休館して今後の方向性を検討してまい

りました。 

検討にあたっては、文化協会、芸術文化企画実行委員会、歌登まちづくり協議会に、

利用状況や老朽化の実態を説明したところ、各団体から、フォレストピアホールの廃

止はやむを得ないとのご意見をいただきました。 

これらを踏まえ、フォレストピアホールは廃止とし、歌登文化会館にその機能を集

約することが適切であると判断したところであります。 

以上、答弁とします。 

○議長（小原 仁君） 教育長の答弁が終わりました。再質問があれば許します。 

徳保議員。 

○４番（徳保喜幸君） まさに想定していたとおりのご答弁が、今返ってきました。 

これまで、令和４年３月に改定された公共施設等総合管理計画、それから５年３月

に策定されました枝幸町公共施設再配置計画においても存続・維持という位置づけで

あったものが、文化活動を所管する教育委員会が所管した途端に廃止という決定をす

るということは、これ、教育委員会社会教育課っていうのは、町民の社会教育・文化

活動を支える元となることが仕事なんだろうと思うわけですけども。 

その教育委員会に担当が移った瞬間に廃止の決定をしてしまうということは、全く

何も考えていない教育委員会なんだなと言わざるを得ないのかなというふうに思って

しまうわけですけども。 

廃止にする理由として、歌登地区の方々と協議した結果、文化会館とフォレストピ

アホール、どちらをとるかと言ったときにその文化ホールを取るっていう、その二者

択一的な決定がもとになっているのかなというふうに思うわけですけども。 

フォレストピアホールの希少価値といいますか価値っていうのは、その他の施設と

機能を重複するものではなくて、非常に貴重な施設ではないかなと思うわけですけど

も。 

もう少し詳しく、教育委員会に所管が移った瞬間に廃止と決めた決定的な理由があ

るんであれば、お示しをしていただければと思います。 

○議長（小原 仁君） 社会教育課長。 

○社会教育課長（米津功司君） 徳保議員の質問にお答えいたします。 
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廃止を決めた決定的理由ということでございますけれども、やはりですね、施設の

利用の部分がまずございます。 

コロナウイルス発生前からですね、利用の方が結構激減していたっていうのがまず

一つ。 

それとですね、やはり施設の老朽化というかですね、施設の、先ほど教育長の答弁

もございましたけれども、雨漏り等ですね、がある。あと音響施設についても今後不

安がある。 

ずっと、あそこの施設に関しては、まだ電気の方も LED 化されていないという部分

で、全てに関してですね、ちょっと改修等が必要となってくるっていう部分が大きな

部分であります。 

また、あの、ホール機能がですね、やはり議員おっしゃるとおりですね文化会館の

方にもホール機能がございまして、そちらの方にそのホール機能として機能を移転す

ることで、この部分に関しても大丈夫でないかなっていう部分もございまして、今回、

廃止の方向でということで提案させていただいております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君）  徳保委員。 

○４番（徳保喜幸君）  その、文化ホールとフォレストピアホールどちらかを選択して

くださいって言ったら、おそらく歌登地域の方は、文化ホールを文化会館を選択する

というのは理解するわけですけども。 

もっと、その何て言うんですか、あのフォレストピアホールの 250 席の客席を有する

ああいうホールですね、その希少価値っていうのを枝幸町の宝として考えるべきだろ

うというふうに私は思っているんです。 

で、歌登出身の職員の方々にお聞きをしても、おそらく、みんなもったいないよね

っていうのが本心だろうと思うんですね。 

それが、いろんな理由づけをして廃止するというような方向に、今、行ってるんだ

と思いますけども、それは、やっぱり大きな行政として選択の間違いだろうと私は思

ってます。 

かつては、歌登の誇りの地域施設だったフォレストピアホールですけども、やっぱ

り、枝幸町にとっても貴重なインフラだというふうにですね位置づけをして、しっか

りと利用促進の部分は、その業務の担当の課が考えることですから、そこら辺をしっ

かり、まさにその戦略的に考えていかなければならないんじゃないかなと思うんです

けども。 

そういう新たにその使用をですね戦略的に創造するとかっていう、そういう知恵は

持たないわけですか、教育委員会として。 

○議長（小原 仁君） はい、社会教育課長 

○社会教育課長（米津功司君）  社会教育課として利用の促進をっていうことをだと思

うんですけれども、まず、この施設があるからもったいないっていうのは、私どもも、

それこそ各団体に回ったときにですね、施設を見るともったいないっていう意見は会

議の中でもありました。実際ですね。 

ただですね、施設があり、施設ありきで、そこで実際に何をするんだと。 

今回、徳保徳保委員の方からいろいろですね大学の合宿だとかいろいろ提案をいた

だいておりますけれども、多分それをですね、実際にやっていけるかっていう部分も
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ありますし、施設ありきでですねものを考えるのではなくて、これが必要だからこの

施設が必要なんだっていう部分も必要だと思いますので、私どもとしては、このいろ

いろなホール機能については、歌登の文化会館と枝幸の中央コミセンにございますの

で、そちらの方で対応できるのではないかということで、今後、判断をしています。 

以上です。 

○議長（小原 仁君）  この後の再質問は、また休憩後にお願いします。また午後に質

問をお願いします。 

それでは、昼食のため休憩に入ります。再開は１時でございます。よろしくお願い

します。 

休憩 午前１２時００分 

再開 午後 １時００分 

○議長（小原 仁君） それでは、休憩を解きまして会議を再開いたします。 

午前中に引き続きまして、４番徳保議員の１項目目の質問の再質問から始めたいと

思います。 

徳保議員。はい、どうぞ。 

（引き続き４番徳保喜幸君 登壇） 

○４番（徳保喜幸君）  はい、午前中に引き続き、１項目目の有効利用についての観点

での質問を続けさせていただきます。 

午前中、教育長のご答弁いただき、その後、課長ともやり取りをさせていただいて

おります。 

課長の方からですね、コロナ前、以前から、だんだん利用度が少なくなっていた施

設なんだという答弁がございました。 

その当時は所管が教育委員会ではなかったんでしょうけども、その利用が少なくな

ったっていうのは、やっぱりその利用価値がないので利用がなかったのか、それとも

施設側といいますか、町側としていろんなイベントを企画するっていうことがあって

も、応えてくれる例えば芸能人の方がいらっしゃらなかったりして少なくなってたの

か、それとも、そういう活動が積極的に行われていなかったのか、その辺はどうお考

えになってますか。 

○議長（小原 仁君） 社会教育課長。 

○社会教育課長（米津功司君） 徳保議員のご質問にお答えいたします。 

先ほどですね、コロナ前から少しずつ減少していってるっていうことでお伝えしま

したけれども、実際ですね、コンサートとかをやっていた部分に関してはですね、平成

28 年度、ジャズ奏者の日野皓正さんが来たときが最後でですねフォレストピアホール

に芸能歌手の人は来られておりません。 

それで、それ以降に関してはですね、ちょうど合併 10 年の事業としまして、世良公

則さんを呼んでですね、それはやはり 500 人規模の観客数でやってきた計画がありま

す。 

その他に細かいものに関しましても、例えば小学校でいいますと、歌登地区のあれ

なんですが、６年生を送る音楽会っていうのを、これは平成 29 年度までやってたんで

すが、それに関しても、ちょっと、それ以降は学校の方で止めさせてもらいますって

いうことで変わってきただとかですね。 

あと、やまびこ太鼓の練習だとか、その辺もしていたんですけれども、それも、や
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まびこ太鼓自体が今活動していなくなってきたと。 

あとですね、町民文化祭の芸能発表とかも歌登のフォレストピアホールでやってた

んですけれども、それに関してもですね、もう、こちらの芸能発表に関しては、枝幸

の方で統一、統合してやっているということで、その辺も減ってきております。 

あと、細かいですね劇場的な部分に関しても、これについてもですね、やはりコロ

ナぐらいから少なくなってきまして、最後の令和５年、６年度に関しては、地元のピ

アノ教室のピアノの発表会、あと、一度、児童館の子どもたちだとか認定こども園の

子どもたちに、ちょっとホールを使って DVD を視せてあげたりだとか、そのようなこと

しか使っていなかったというのが現状であります。 

以上です。 

○議長（小原 仁君）  はい、徳保議員。 

○４番（徳保喜幸君）  今、課長の方から、平成、失礼、28 年の使用、29 年の使用が

最後にコンサート等が終わっているというようなお話、それから、地元の子どもたち

ですとかが活動するのも、令和５年、６年にピアノの発表会等で使われたわけですよ

というようなお話がございました。 

非常に 250 席っていうことで、営利目的といいますか大きな興行については、収入を

伴うような大きなコンサートを呼ぶということになると、もちろん 250 席ということで

狭いということは十分承知をしておりますけれども。 

一方、デビューしたての若い歌手の方ですとか、まだそんなに有名でない芸人さん

ですとか、または演劇の方たちですとか、そういう方たちに呼びかけをすることによ

って、十分利用される可能性もあるんじゃないかなというふうに思います。 

もう、廃止という考えになってる中、それを覆すっていうのもなかなか難しいので、

この堂々巡りの質問はすべきでないということは私も十分承知をしております。 

で、あの、これまで合併して 20 年が経過して、よく歌登の方たちに言われるのがで

すね、歌登の施設みんな無くなってしまうよねというようなお話を歌登の地域の方か

らよく我々も言われるわけです。 

そういうマインドに、歌登のものを廃止するというマインドにですね、どうも、そ

の職員の方が向かってるんではないかなというような感じがしてなりません。 

で、フォレストピアホールについては、確かに歌登地区にある地域施設でございま

すけれども、非常に希少価値があってですね枝幸にはない施設ということで、冒頭に

も申し上げてますけども、枝幸の重要なものだというふうな位置づけで考えるべきだ

ろうというふうに思います。 

ぜひ、そこら辺をですね考えていただいて、再検討をお願いできればなというふう

に思ってます。 

コスト面という話がありましたけども、令和元年の予算書ベースでは 500 万近いお２

人の方の、当時は児童館併設してますから、ずっと職員の方がいたんだと思いますけ

ども。500 万ぐらいの人件費を除けば、600 万ほどしかコストがかかってない施設なの

かなというふうに思います。 

決して大きなランニングコストがかかるわけではないというふうに思ってますし、

また、今、再開するとなったら、これから質問させていただくような金額がかかるん

だというふうに思いますけども、そこも精査していくべきだろうなというふうなこと

もあります。 
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利活用についてですね、有効活用について、この後は、もしやるとしたときの再整

備の積算、常任委員会の視察で示されている金額がちょっと納得いかない部分もある

もんですから、その部分に触れていきたいと思いますけども。 

この有効活用についてですね、通告をしてないので大変申し訳ございませんけども、

この施設は、冒頭から申し上げてますとおり、歌登町政施行 30 周年記念として６億

4,500 万、600 万もの費用をかけて造られた施設です。 

そして、また、これ、その当時の６億 4,000 万ですから、今、もし同じようなもの

を建てるとすると 20 億では間に合わないような立派な建物なり設備なんだろうなとい

うふうに思うわけですけども。 

そういうものが、今、みんながもったいないというか、考えのある中にも関わらず

廃止させてしまうということに対するですね、村上町長いるうちに、この質問しとく

べきだと思って、今日、実は出しております。 

町長も、当時から歌登町の職員として、特にその財政畑におられた方だというふう

に認識をしております。 

町長の、この、これ、この施設の廃止について、どのようなご見解をお持ちか、お

聞かせ願えればと思います。 

○議長（小原 仁君） いいですか。はい、町長。 

○町長（村上守義君）  私の方に振られたんですから徳保議員のご質問にお答えします

けども、今回の質問に関してはですね、これ教育長に向けてということでのご質問で

ありましたし、今、この後の質問とも何か前後するような形になってますけども、私

ども持った、私の考えとしましてはですね、今回の質問を受けて、教育長答弁という

ことの中であっても、これは、これまでのいろいろ経緯を踏まえてですね、いろいろ、

私どもも、最終的にこの答弁調整させていただいてるもんですから、今回の教育長を

教育委員会所管の担当課長のそれから答弁というところで、それ以上のものは私とし

ても持っておりません。 

○議長（小原 仁君） はい、徳保議員。 

○４番（徳保喜幸君）  私も、答弁調整されてるもんだということは認識をしながら、

あえてお聞きをしました。申し訳ございませんでした。 

この段階で、私も決して廃止するということに納得するわけではございませんので、

また次の質問に移らせていただきますけども、その有効活用については、今後も、

我々議会も含めて検討していくべきものというふうに考えまして、次の質問に移りま

す。 

○議長（小原 仁君） はい、ちょっと待ってください。 

２問目の質問に行く前に、先ほど野口議員のサマースクール、ウインタースキルの

ことについて、学校教育課から答弁があるそうでございますので、よろしくお願いし

ます。 

はい、学校教育課長。 

○学校教育課長（三浦淳史君）  午前中の野口議員のご質問ですね、答弁できなかった

部分でございます。 

サマースキル、それからウィンタースキルにつきましては、夏休みと冬休み期間中

のですね宿題のドリルのことでございます。今のが単価なんですけども、一人当たり

それぞれ 210 円ということで、夏に 210 円、冬に 210 円ということで、各学年同じ金



- 30 - 
 

額でございます。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） よろしいですか。 

それでは引き続き、徳保議員の２項目の質問を許します。 

はい、徳保議員。 

○４番（徳保喜幸君） それでは、引き続き２問目の質問をさせていただきます。 

当施設の設備更新及び修繕に係る概要事業費について。 

議会両常任委員会視察の折に、当施設の更新及び修繕に係る概算事業費が資料とし

て示されておりました。 

その資料の数字では、設備更新に１億 8,700 万円、修繕費に、建物の修繕費だと思

いますけども、修繕費に 4,600 万円で、合計２億 3,300 万とのことでありますが、こ

の数字はどの程度精査されたものか、しっかりと今後を見据え調査した結果により出

た数字なのか伺います。 

○議長（小原 仁君） はい、教育長。 

○教育長（小川俊輝君） 徳保議員のご質問にお答えします。 

視察資料でお示しした事業費につきましては、過去の事業実績などを参考にした概

算事業費であることから、精度は高いものではございません。 

現状のフォレストピアホール機能と設備を維持した場合の空調や照明、音響等の主

要設備の更新と、外壁や屋根などの劣化状況を踏まえた概算額であります。 

以上答弁とします。 

○議長（小原 仁君） それでは、再質問があれば許します。 

はい、徳保議員。 

○４番（徳保喜幸君） はい、今、教育長から、あくまでも概算的なものとして示し

たということでありました。 

おそらくは後段の修繕の部分ですね、建物の修繕の部分につきましては、屋根の補

修ですとかの部分ですから、そんなに狂いはないのかなというふうな認識をしますけ

ども。 

この設備の部分については、例えば、ステージ用調光設備の LED 化でだけで１億円も

の金がかかるというようなことになってますけども、これは、今の時代ですから LED 化

って考えるんでしょうけども、別にハロゲンランプのままでも使えないわけでもない

わけでございますし、音響設備につきましても、既存のものをそのまま使えるという

ような可能性もあると考えればですね、この示されたような２億 3,300 万もの高額な

修繕費用がかかるというふうには理解しないんですけども。 

そう廃止をしている施設に金をこんだけかけるというのは答弁しづらいのかもしれ

ませんけども、実際に修繕するといったときには、こんなにかからないっていう考え

方もできるかどうかだけ、ちょっと答えていただけますか。 

○議長（小原 仁君） 社会教育課長。 

○社会教育課長（米津功司君） 徳保議員のご質問にお答えいたします。 

この積算自体もですね、実は今年度とか去年とかいう話の積算ではなくてですね、

それこそ３年ぐらい、３年、４年前の積算を、その当時の担当者がちょっと積算した

やつをいろいろ集めてですね、ちょっと今回資料に載せてさせていただいた部分であ

ります。 
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確かに、ここに関しましては、まだ故障はしてないのでっていうことで使うことは

可能は可能なんですけれども、実際これだけかかるのかっていう部分と、その時より

も、やっぱり、いろいろ単価もいろいろ上がってきてますので、逆にこれ以上かかる

可能性もあると私どもも思っておりますので、これより少なくなるんではないかとい

うのは、ちょっと、今のところ明言できないような状況です。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） 徳保議員。 

○４番（徳保喜幸君）  はい、これ以上かかるかもしれないっていうのは、時代もあり

ますんでそういうことだとは思いますけども。ただ照明設備等で非常に高額なものが

上がってますんで、ここら辺はやっぱり考える必要があるんだろうなというふうには

思っております。 

いずれにしましても、何度も申し上げておりますこの歌登フォレストピアホールに

つきましては、町政施行 30 周年記念事業として建てられた、歌登の方にすると当然思

い入れの強い貴重な財産だというふうに捉えます。 

それをしっかり利用促進を図っていくというのが、町としてあるべき姿ではないの

かなというふうに私は強く思っておりますので、今後、その廃止の手続き等も議会に

おいてもなされることがあるんだろうというふうに思っておりますんで、その時に、

またしっかりと議論をさせていただきたいということを申し上げ、また強く、この施

設は枝幸の宝として、今後も有効活用すべきだということを申し上げて、質問を終わ

らせていただきます。 

ありがとうございます。 

○議長（小原 仁君）  これをもちまして、徳保議員の一般質問を終わります。 

続きまして、11 番秋川祥雄議員の質問を許します。 

（11 番秋川祥雄君 登壇） 

○11 番（秋川祥雄君） 通告に従いまして、質問させていただきます。 

今後の町政運営についてでございます。 

平成 18 年３月、旧枝幸町、旧歌登町が合併して 20 年の節目を迎えます。 

合併後、２代目町長として、町政執行に精力的に幾多の苦難に立ち向かってまいり

ました。 

自然災害があり、新型コロナウイルスのまん延、異常と思える温暖化、他国の紛争

などをきっかけとした急激な物価高騰、人口減少、少子化、高齢化による労働者不足

等、多くの課題に対して、村上町長の、暮らしを守るため、着実なまちづくりを進め

てまいりました。その実績には深く敬意を表するものであります。 

さて、第２次枝幸町まちづくり計画を終え、これまでの歩みと評価、検証をしなが

ら、町民の思いを的確に受け止め、活発な議論を重ねて相互理解のもと、第３次枝幸

町まちづくり計画の策定に着手していることと存じます。 

そこで、早急ではありますが、町長は新たな政策を進めるうえで、これまでの実績

経験を踏まえ、更なる課題、諸課題へ取り組む決意をお持ちでおられるのか、お伺い

いたします。 

○議長（小原 仁君） 答弁を求めます。 

はい、町長。 

（町長村上守義君 登壇） 
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○町長（村上守義君） 秋川議員のご質問にお答えします。 

平成 26 年４月に町政をお預かりして以来、12 年目を迎え、３期目の任期も残り４ヶ

月となりました。 

就任以来、私は、合併後の当町の歩みを引き継ぎ、第２次まちづくり計画を策定し、

将来を見据えた未来に繋がるまちづくりの実現に向け、山積する諸課題に真摯に向き

合いながら、町政運営に取り組んでまいりました。 

しかしながら、私自身 80 歳を超え、体力・気力を維持していくことが難しいと感じ

るに至り、引き続き町政の重責を担い続けることは困難との判断をしたところであり

ます。 

このため、来年４月の任期満了に伴う町長選挙には、出馬しないことを決断いたし

ました。 

現在、第３次枝幸町まちづくり計画の策定作業が進められておりますが、急速に変

化する社会情勢のもと当町が更なる発展を遂げていくためには、新たな視点と行動力

を備えた次代の担い手に舵取りを託すべきと、そういう時期であると考えております。 

これまで長きにわたり、議会議員各位、町民の皆様から賜りましたご支援に心より

感謝申し上げます。 

以上、答弁といたします。 

○議長（小原 仁君） 再質問があれば許します。 

秋川議員。 

○11 番（秋川祥雄君） ただいま、町長の心境をお聞かせいただきました。 

自分は町長と同じ歌登出身でありますから、また、町長・議員を外して、個人的な

お付き合いのある中で、大変胸の痛くなるような決意表明であったかなと、そんなふ

うに感じます。 

しかしながら、ご自身がおっしゃってましたように、高齢とともに、また 12 年間、

気力を持って町民のために頑張ってきた町長でございますから、やはり、いつかは、

その気力が全うできない、そういう思いもわからないわけでありません。 

ただいまの決議は、おそらくテレビを通じて町民の各位が知るところであり、この

瞬間に、おそらく街の中がざわついているのではないかなとそんなふうに思います。 

しかしながら、町長がおっしゃってましたように、これからのまちづくりも、やは

り新しいリーダーのもとで進めていってほしいという熱望がございましたので、私達

もこれらを素直に受け止めて、そして、残されました町長任期、しっかりと健康に更

に留意されまして有終の美を飾っていただきたいものだなと、そんなふうに思います。 

大変失礼な質問ではございましたが、このことは町民各位も気にしていたところで

ございますから、これからの寒い冬は、おそらく枝幸町にとっては暖かい冬になるん

じゃなかろうかな、賑やかな街がなるんでないかなと、そんなふうに思いを込めまし

て、私の質問を終わります。 

ありがとうございました。 

○議長（小原 仁君） これをもちまして、秋川議員の一般質問を終わります。 

 

◎日程第６ 同意第３号 

○議長（小原 仁君）  枝幸町固定資産評価審査委員会委員の選任についてを議題とい

たします。 
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提案理由の説明を求めます。 

はい、村上町長。 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君）  同意第３号 枝幸町固定資産評価審査委員会の選任について、

提案の内容を説明いたします。 

枝幸町固定資産評価審査委員会委員については、本年 12 月 31 日をもって辞職する１

名の委員がおられますことから、新たに委員として選任したいので、地方税法第 423 条

第３項の規定により、議会の同意を求めるものでございます。 

これから申し上げます方の経歴等につきましては、議案関係参考資料の１ページに

記載しておりますので、ご参照願います。 

枝幸町固定資産評価審査委員会委員として選任申し上げます方は、田中喜二氏でご

ざいます。 

田中氏は、長年、旧歌登町役場と枝幸町役場に勤務され、固定資産の実務にも携わ

ったこともあり、また、複数の公職を務められるなど経験豊富な方でございます。こ

の経験を生かして、委員として貴重なご意見をいただけるものと期待しております。 

任期は、前任者の残任期間として令和９年５月８日まででございます。 

以上、枝幸町固定資産評価審査委員会委員として適任者と確信しておりますので、

ご審議のうえ、ご同意くださいますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

人事案件でありますので、枝幸町議会会議規則等運用例規程第 50 条の規定により、

討論を省略したいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。討論を省略いたします。 

これにより、同意第３号について採決をいたします。採決の方法については、人事

案件でありますので、議会運営委員会において協議された結果により、挙手により採

決したいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、採決方法は、挙手により採決することに決定されました。 

お諮りいたします。同意第３号について、原案のとおり同意することに賛成の方は

挙手を願います。 

（賛成者挙手） 

○議長（小原 仁君） はい、挙手多数と認めます。 

したがって、同意第３号 枝幸町固定資産評価審査委員会委員の選任については、

原案のとおり、田中喜二氏を同意することとすることに決定いたしました。 

 

◎日程第７ 陳情第６号 ～ 日程第９ 陳情第８号 

○議長（小原 仁君） 日程第７ 陳情第６号 物価上昇に見合う老齢基礎年金等の

引き上げを求める意見書提出を求める請願書。日程第８ 陳情第７号 職員団体の組
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合費給与天引き手続の適正運用及び行政の政治的中立性格を求める陳情。日程第９ 

陳情第８号 臓器移植に関わる不正な臓器取引や移植目的の渡航等を廃止し、国民が

知らずに犯罪に巻き込まれることを防ぐための環境整備等を求める意見書提出の陳情

を議題といたします。 

これらの陳情は、議長あてに送付のあった陳情書であります。内容は、お手元に配

付いたしました陳情文書表の通りであります。 

本陳情については、議会運営委員会においてその取り扱いを協議し、全議員に資料

を配付として処理したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、陳情第６号、陳情第７号、陳情第８号については、全議員に資料配付

のことといたします。 

なお、本陳情に賛同のある場合は、意見書等をもって提案願いたいと思います。 

 

◎日程第１０ 請願第１号 

○議長（小原 仁君） 日程第 10 請願第１号、国の責任でゆきとどいた教育環境整

備の改善を求める請願を議題といたします。 

本日までに受理した請願は、お手元に配付しました請願文書表のとおりであります。 

本請願につきましては、議会運営委員会においてその取り扱いを協議し、枝幸町議

会会議規則第 92 条第２項の規定により、委員会への付託を省略し、全議員に資料を配

付として処理したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、請願第１号 国の責任でゆきとどいた教育環境整備の改善を求める請

願については、委員会の付託を省略し、全議員に資料を配付として処理した処理する

ことに決定されました。 

 

◎日程第１１ 発議第２号 

○議長（小原 仁君） 日程第 11 発議２号 枝幸町議会議員の請負の状況の公表に

関する条例についてを議題といたします。 

本件につきましては、議会運営委員会においてその取り扱いを協議し、枝幸町議会

会議規則第 14 条第３項の規定により、議会運営委員会からの発議で提案することが決

定され、議長宛てに申し出があったところであります。 

提出者であります議会運営委員会の村上守義委員長より、登壇のうえ、提案理由の

説明を求めます。 

村上議会運営委員長。 

（議会運営委員長村上守義君 登壇） 

○議会運営委員長（村上守義君） 別添の議会議案の１ページをご覧ください。 

発議第２号 枝幸町議会議員の請負の状況の公表に関する条例について。 

枝幸町議会議員の請負の状況の公表に関する条例を次のとおり制定する。 

令和７年 12 月 15 日 枝幸町議会運営委員会委員長村上守義です。 

それでは、提案理由についてご説明いたします。 
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令和４年の地方自治法の一部改正に伴い、同法第 92 条の２、議員の兼業禁止の規定

についても改正され、令和５年３月１日から施行されています。 

改正前までは、議員個人と地方公共団体との請負が認められていませんでしたが、

このことが議員のなり手不足の要因の一つと指摘されていたため、この改正により、

同じく改正された地方自治法施行令第 121 条の２で定める額の 300 万までは、議員個

人と地方公共団体との請負の対象から除かれております。 

この請負の規制緩和に当たり、議員の職務執行の公正、適正を損なうこととならな

いよう、議員個人の請負状況の透明性を確保するため、本条例の制定について提案す

るものであります。 

それでは、条例の内容について説明します。１ページをお開きください。 

第１条は、議員が枝幸町に対し、地方自治法第 92 条の２に規定する請負をするもの

である場合、その請負状況を議会に報告し、その報告内容を公表することにより、請

負状況の透明性を確保し、もって、議会運営の公正及び事務執行の適正を図ることを

目的としております。 

第２条は、議員は、毎年６月１日から同月 30 日までの間（任期満了等で選挙により

再び議員となった者は、その日から起算し、30 日を経過する日までの間）に、当該６

月 30 日の属する会計年度の全会計年度における枝幸町に対する請負について、議長に

対し、第１号及び第２号に掲げるとおり、請負の対象とする役務、物件等をはじめ、

契約締結日、契約金額のほか、前会計年度において支払いを受けた総額などの事項を

報告しなければならない旨の規定。 

第２項は、議員は、前項の規定による報告を訂正する必要があるときは、議長に、

報告、訂正の内容を届けなければならない旨の規定。 

第３項では、報告をすべき期限が、枝幸町の休日に関する条例に規定する休日に当

たるときは、その日の翌日を期限とみなす規定であります。 

２ページの第３条は、前条の規定による報告の一覧の作成及び公表の義務の規定。

第４条は、報告等の保存及び閲覧等の規定。第５条は委任規定であります。 

附則といたしまして、この条例は、令和８年４月１日から施行し、令和７年４月１

日から始まる会計年度における請負から適用するものとします。 

また、来年４月は町議会議員の改選期でありますが、選挙等により新たに議員にな

った方については議員に議員となってからの適用となりますので、その場合は、令和

８年４月１日から始まる会計年度における請負からの適用となります。申し添えいた

します。 

なお、請負状況の報告については、議員個人が元請負である場合を原則としますが、

地方自治法逐条解説の運用で示されている記述と、記述に基づきまして、下請の形で

あっても、一括請負等の方法により、事実上元請けと異ならない単に名目を下請けと

したに過ぎない場合や、議員の配偶者や子弟の請負は名目のみで、実際は議員が請け

負っているものと何ら異ならないような場合についても、この報告を求めるものとい

たします。 

以上、大変雑駁ではありますが、発議第２号の提案理由の説明とさせていただきま

す。よろしくご審議のうえ、ご決定を賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 
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これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、発議第２号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、発議第２号 枝幸町議会議員の請負の状況の公表に関する条例につい

ては、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１２ 議案第６４号 

○議長（小原 仁君） 日程第 12 議案第 64 号 公の施設に係る指定管理者の指定に

ついてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

総務課長。 

（総務課長髙瀨雅之君 登壇） 

○総務課長（髙瀨雅之君） 議案書６ページでございます。 

議案書２ページでございます。 

議案第 64 号 公の施設に係る指定管理者の指定について。 

枝幸町公の施設に係る指定管理者を次のとおり指定することについて、地方自治法第

244 条の２第６項の規定により、議会の議決を求める。 

令和７年 12 月 15 日提出 枝幸町長。 

提案理由の説明を申し上げます。 

現在、町内には、コミュニティセンター・地区会館は 24 施設あり、その管理は自治

会・町内会が担っております。しかし、近年の物価高騰により、光熱費の増加や、人

口減少、少子高齢化による担い手不足が深刻化し、現行の管理体制の持続性が課題と

なっております。 

本年度、自治会町内会との意見交換と協議を重ね、公平性、透明性の確保、地域特

性に応じた柔軟な運営、財政負担の適正化を目的として、指定管理者制度を導入する

ことといたしました。 

提案に当たりましては、コミュニティセンター・地区会館 24 施設と、各施設の指定

管理者候補者である自治会・町内会 23 団体を一括してご提案申し上げますので、ご了

承願います。 

１、指定管理者に管理を行う施設の名称及び所在地、並びに、２、指定管理者とな

る団体の名称等については、議案書３ページから５ページの別紙記載のとおりであり、

読み上げについては割愛させていただきます。３、指定の期間は、2026 年（令和８年）

４月１日から 2028 年（令和 10 年）３月 31 日までの２年間であります。  

指定管理者の選定方法につきましては、別冊の議案関係参考資料２ページをご参照
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願います。 

選定は、枝幸町公の施設に係る指定管理者の指定の手続きに関する条例第５条の規

定に基づき、公募によらない方法で行いました。 

理由は、施設が地域住民の交流やコミュニティ活動を主な目的としており、長年に

わたり自治会・町内会が運営してきた実績があることまた、地域の実情や住民ニーズ

を理解していることから、地域住民で構成された自治会・町内会が管理運営を担うこ

とが最も適切と判断したためであります。 

以上、提案内容のご説明とさせていただきます。 

ご審議のうえ、ご決定賜り賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

なお、本案については、５番野口洋郎議員、11 番秋川祥雄議員が、地方自治法第 117

条の規定により除斥の対象となりますので、両名の退場を求めます。 

（５番野口洋郎君、11 番秋川祥雄君 退場） 

○議長（小原 仁君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。ここで討論を終わります。 

これより、議案第 64 号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 64 号 公の施設に係る指定管理者の指定については、原案のと

おり可決されました。 

野口議員、秋川議員の入場を許可いたします。 

（５番野口洋郎君、11 番秋川祥雄君 入場） 

○議長（小原 仁君） 野口議員、秋川議員両名の着席を確認いたしました。 

 

◎日程第１３ 議案第６５号 

○議長（小原 仁君） 日程第 13 議案第 65 号 枝幸町議会議員の議員報酬及び費用

弁償等に関する条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

総務課長。 

（総務課長髙瀨雅之君 登壇） 

○総務課長（髙瀨雅之君）  議案書６ページでございます。 

議案第 65 号 枝幸町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正

する条例について。 

枝幸町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例を次

のとおり制定する。 
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令和７年 12 月 15 日提出 枝幸町長。 

提案理由の説明を申し上げます。 

本案は、議会議員の期末手当の額を改定するものであります。 

近年、町民の議会活動への関心が低下し、議員選挙において無投票当選が続くなど、

議員のなり手不足が深刻な課題となっております。このため、議会改革特別委員会に

おいて検討が行われ、次期改選期に向けて議員確保を図る観点から、議会側より、期

末手当の支給率の見直しについて町に要請があったところであります。 

こうした要請を受け、町において総合的に検討した結果、議会活動の一層の充実と

町政の円滑な運営を図るため、議会議員の期末手当の支給率を現行より 1.15 ヶ月分引

き上げ、年間 4.65 ヶ月分とする改正を提案するものであります。 

改正条文の読み上げは省略させていただき、別冊、議案関係参考資料によりご説明

申し上げます。 

別冊、議案関係参考資料の３ページをお開き願います。 

第５条、期末手当、第２項第１号６月１日基準日については、100 分の 150 を 100 分

の 232.5 に、第２号 12 月１日基準日については、100 分の 200 を 100 分の 232.5 に

改めるものです。 

附則として、この条例は、令和８年４月１日から施行します。 

なお、施行後の支給率につきましては、特別職、一般職と同様、人事院勧告や国の

動向を踏まえ、改定を行っていくものといたします。 

以上、提案内容の説明とさせていただきます。 

ご審議のうえ、ご決定賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 65 号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 65 号 枝幸町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例

の一部を改正する条例については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１４ 議案第６６号 

○議長（小原 仁君） 日程第 14 議案第 66 号 枝幸町職員等の旅費に関する条例の

一部を改正する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

総務課長。 
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（総務課長髙瀨雅之君 登壇） 

○総務課長（髙瀨雅之君） 議案書７ページでございます。 

議案第 66 号 枝幸町職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例について。 

枝幸町職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例を次のとおり制定する。 

令和７年 12 月 15 日提出 枝幸町長。 

提案理由の説明を申し上げます。 

国におきましては、国家公務員等の旅費に関する法律が改正され、令和７年４月１

日で施行されております。 

今回の改正では、旅費種目の名称変更、包括宿泊費の新設、また支給方法の見直し

などが行われました。 

本町におきましても、その趣旨を踏まえ、旅費制度を適正に運用するため、必要な

整備を行うものであります。また、本改正に当たっては、本町の地域特性に配慮し、

現行の旅費水準を維持するとともに、旅費の支給や清算手続きの負担軽減の観点から、

国の規定を準用しつつ、一部について独自の見直しを加えたものであります。 

改正条文の読み上げは省略させていただき、別冊、議案関係参考資料によりご説明

申し上げます。また、説明に当たっては、主な改正点に絞って申し上げますので、ご

了承をお願いいたします。 

別冊、議案関係参考資料の４ページをお開き願います。 

まず、目次についてであります。条例の章立てを整理し、現行の第２章内国旅行、

第３章外国旅行と分けていた規定を、第２章旅費の内容として一体的に再編しており

ます。 

続いて、第１章総則です。第２条定義については、旅費制度の実務に合わせ、次の

とおり見直しを行っております。 

第３号出張では、現行在勤地をより明確な概念である在勤庁に改めました。第５号

帰住では、扶養親族という概念を廃止し、対象を職員本人と遺族に限定し、生活の根

拠地を根拠に簡略化し解釈を明確化しています。第６号扶養親族を、家族に統一し、

実態に合わせた整理を行っております。 

５ページ上段の第８号では、新たに旅行役務提供者を定義し、町が旅行業者等と契

約して、旅費相当額を支払う方式を明確化しています。 

その下、第３条旅費の支給については、第３項では、地方公務員法の引用規定、欠

格条項を整理しております。 

第５項では、旅行命令の変更や職員の死亡等の場合の旅費の取り扱いについて、現

行規定を整理しています。 

６ページ上段の第６項では、旅行業者に対する旅費相当額の直接支払いを可能とす

る規定を設けております。 

６ページ中段から７ページまでの第４条旅行命令等については、旅行命令やその変

更に関する手続きを見直し、表現の簡素化、旅行命令簿の記載、記録方法の明確など

の整備を行っております。 

その下、第５条では、公務上の必要や天災などやむを得ない事情で命令に従わない

場合の変更申請について整理を行っております。 

７ページ中段から８ページの第６条旅費の種類については、国の規定に合わせ、旅

費種目の名称及び構成要素を次のとおり整理、変更をしております。 
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第 10 項、現行食卓料を包括宿泊費、第 11 項、現行移転料を転居費、第 12 項、現行

着後手当を着後滞在費、第 13 項、現行扶養親族移転料を家族移転費に、８ページ上段、

第 14 項、現行の支度料と旅行雑費を渡航雑費に改め、それぞれ支給方法についても関

連条文に基づき明確化しております。  

次に、８ページ中段、第９条から第 11 条までは、定義や旅費種目の名称変更に伴う

文言整理を行っております。 

８ページ下段から９ページの第 12 条旅費の請求手続きでは、旅費請求手続きの明確

化と電子請求に対応した規定の整備を行っております。 

９ページ下段、第 13 条から第 28 条までは、第２章旅費の内容となります。 

９ページ下段、第 13 条鉄道賃、11 ページ上段、第 14 条船賃、12 ページ下段、第 15

条航空賃については、鉄道、船舶、航空機について運賃や各種料金の支給対象を体系

的に整理し、外国旅行については等級別の運賃上限を設定しております。 

13 ページ上段、第 16 条車賃では、車賃の額については、内国旅行は、１km につき、

現行 37 円を 40 円に引き上げ、外国旅行は現行どおり実費額としています。 

その下、第 16 条の２定期路線バス賃については、新条文として独立させていただき

たいと存じます。 

失礼しました。その下の第 18 条、日当、及び第 19 条宿泊料については、定額を改め

ております。詳細については、別表にて説明いたします。 

23 ページをご覧願います。別表第１内国旅行の旅費中、日当については、現行道内

2,000 円、道外 2,500 円を、宿泊を伴わない場合は 2,000 円、宿泊を伴う場合は 3,000

円に、宿泊料については、現行の町内を廃止し、道内１万円、道外１万 4,000 円を各

2,000 円引き上げ、道内１万 2,000 円、道外１万 6,000 円に改めるものです。 

また、24 ページ、別表第１の２外国旅行の旅費中、日当については、現行１日につ

き 5,200 円を 6,000 円に、宿泊料については、現行１万 9,300 円を２万 2,000 円に改

めております。 

次に、14 ページに戻りまして、中段、第 20 条の見出しを、現行食卓料を、包括宿泊

費とし、その定義を定め、支給額は、移動にかかる費用に先ほどの別表第１、別表第

１の２の規定する宿泊料の合算額としてます。 

その下、第 21 条の見出しを、現行移転料を転居費に改め、転居費用の算定方法と、

15 ページ上段の第３項では、期間延長の要件を整理しております。 

次に、中段の第 22 条の見出しを、現行着後手当を着後滞在費に改め、着後滞在費は

赴任先地域の宿泊料１泊分に改めております。 

その下、第 23 条の見出しを、扶養親族移転料を、かぜい、失礼しました。家族移転

費に改め、家族の定義を同居している者に限定し、現行年齢要件での支給額を、第 21

条転居費と同様に、家族の移転費の算定方法に改め、16 ページ、第２号で、移転機関

の原則は１年以内とし、その下、第２項では、その移転期間の延長要件を整理してお

ります。 

次に、その下、第 25 条渡航雑費では、現行の支度料と旅行雑費を一本化しておりま

す。 

また、17 ページ上段、第 26 条死亡手当の支給額は現行基準と同額であります。 

その下、第 27 条退職者の旅費、第１項では、文言の整理、18 ページ上段、第２項で

は、外国旅行中に退職等を知った場合の取り扱いを整理しております。 
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次に、その下、第 28 条遺族の旅費では、定義に定める文言の整理を行っております。 

次に、18 ページから 21 ページでは、現行欄の第３章外国旅費、外国旅費の、外国旅

行の旅費は、第２章に統合したため、全文削除しております。 

次に、21 ページ下段の第 29 条以降は第３章雑則となります。第 29 条旅費の調整で

は、町以外の者から旅費の支給を受けた場合の取り扱いを整理しております。 

次に、22 ページ中段、第 31 条旅費の返納では、旅費の過誤支給等の返納義務を明確

化し、給与等からの控除も可能とする規定を追加しております。 

次に、その下、第 32 条監督では、総務課長による執行状況の監督権限の規定を追加

しております。 

23 ページから 26 ページの別表、国内、外国旅行の宿泊料、日当などについては、該

当条項の際に説明を行っておりますので省略させていただきます。 

26 ページ中段、附則であります。第１項施行期日は、令和８年４月１日から施行し

ます。その下、第２項から 27 ページ第４項までの経過措置では、施行日前の旅行命令

の取り扱いや返納規定の適用など必要な経過措置を定めています。 

また、その下、第５項、第６項は、関連する二つの条例について、費用弁償に係る

規定を新条例と整合を図るための改正するものでございます。 

28 ページをご覧願います。附則第５項枝幸町議会議員の議員報酬及び費用弁償に関

する条例の一部を改正するする条例についてです。 

第４条費用弁償、第２項では、当該新条例の規定を準用するに改めます。 

次に、29 ページです。附則第６項、枝幸町生涯学習推進アドバイザー設置条例の一

部を改正する条例についてです。 

第６条費用弁償、第２項では、先ほどの議会議員の費用弁償と同様に、当該新条例

の規定を準用することに改めております。 

以上、提案内容の説明とさせていただきます。 

ご審議のうえ、ご決定賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上で、本案に対する提案理由の説明が終わりました。これ

から質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしと認めます。ご質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 66 号について採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 66 号 枝幸町職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例

については、原案のとおり可決されました。 

もう１時間以上経ってますので、14 時 20 分、２時 20 分まで休憩したいと思います。 

休憩 午後２時０５分 

再開 午後２時２０分 
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◎日程第１５ 議案第６７号 

○議長（小原 仁君） 休憩を解きまして、会議を再開いたします。 

日程第 15 号 議案第 67 号 公聴会、調査等に出頭し、又は参加した者に対する費用

弁償に関する条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

総務課長。 

（総務課長髙瀨雅之君 登壇） 

○総務課長（髙瀨雅之君） 議案書 14 ページでございます。 

議案第 67 号 公聴会、調査等に出頭し、又は参加した者に対する費用弁償に関する

条例の一部を改正する条例について。 

公聴会、調査等に出頭し、又は参加した者に対する費用弁償に関する条例の一部を

改正する条例を次のとおり制定する。 

令和７年 12 月 15 日提出 枝幸町長。 

提案理由の説明を申し上げます。 

本案は、先ほど審議いただきました枝幸町職員等の旅費に関する条例の一部改正を

準用し、公聴会に出頭、また参加した者に対する費用弁償の額を改正するものであり

ます。 

改正条文の読み上げは省略させていただき、別冊、議案関係参考資料によりご説明

申し上げます。 

議案関係参考資料の 30 ページをお開き願います。 

第２条、費用弁償の額について、次のとおり改めるものです。 

車賃１km につき、現行 37 円を 40 円に、日当、現行 2,000 円を、宿泊を伴う伴わな

い場合 2,000 円、宿泊を伴う場合 3,000 円に、宿泊料１夜につき１万円を１万 2,000

円に改めるものです。 

次に、31 ページ、附則として、この条例は、令和８年４月１日から施行します。 

以上、提案内容の説明とさせていただきます。 

ご審議のうえ、ご決定賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

討論を行います。討論ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 67 号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 67 号 公聴会、調査等に出頭し、又は参加した者に対する費用
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弁償に関する条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１６ 議案第６８号 

○議長（小原 仁君） 日程第 16 議案第 68 号 枝幸町特別職の職員の給与に関する

条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

総務課長。 

（総務課長髙瀨雅之君 登壇） 

○総務課長（髙瀨雅之君） 議案書 15 ページです。 

議案第 68 号 枝幸町特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例につい

て。 

枝幸町特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する改正する条例を次のとお

り制定する。 

令和７年 12 月 15 日提出 枝幸町長。 

提案理由の説明を申し上げます。 

公務員の給与につきましては、本年８月に公表された人事院勧告を受けて、政府は、

国家公務員の給与勧告どおり実施する閣議決定を行い、給与関係法案を今臨時国会に

提出され、現在、参議院で審議中であります。 

今回の人事院勧告の主な内容は、官民給与の格差を踏まえ、月例給及び期末勤勉手

当をそれぞれ引き上げのほか、この他、手当の見直しがなされております。 

当町としては、これまで人事院勧告並びに国の動向に準拠し給与を改正して、はい、

失礼しました。給与を改定してきた経緯がございますので、本案では、特別職に係る

令和７年 12 月の期末手当を 0.05 ヶ月分引き上げるとともに、令和８年度以降は、年

間 4.65 ヶ月分を６月と 12 月にそれぞれ均等に支給する内容に改正するものでござい

ます。 

改正条文の読み上げは省略させていただき、別冊、議案関係参考資料によりご説明

申し上げます。 

別冊、関係参考資料の 32 ページをお開き願います。 

先ほどの提案理由でも申し上げましたとおり、本条例の一部改正は二段階の改正で

あり、第１条は令和７年度の適用、第２条では令和８度以降の適用として区分されま

す。 

はじめに、第１条、令和７年度の適用についての改正です。第６条第３項第２号中、

12 月１日基準日の期末手当の率を、現行 100 分の 230 を 100 分の 235 に改正するもの

です。 

次に、33 ページ、第２条、令和８年度以降の適用についてであります。先ほどの第

１項の改正が条文に溶け込んだことを前提とした改正でございます。第６条第３項第

１号中、６月１日基準日の期末手当の率を、現行 100 分の 230 を 100 分の 232.5 に、

同項第２号中、12 月１日基準日の期末手当の率を、現行 100 分の 235 を 100 分の 232.5

に改めるものです。 

附則として、第１条施行期日等は、この条例は、公布の日から施行し、令和７年 12

月１日から適用する。ただし、第２条の規定は、令和８年４月１日から施行するとし

ております。第２条、期末手当の内払いでは、第１条の規定により既に支給された期
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末手当は、改正後の給与条例による期末手当の内払とみなす旨の規定でございます。 

以上、提案内容の説明とさせていただきます。 

ご審議のうえ、ご決定賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 68 号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 68 号 枝幸町特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正す

る条例については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１７ 議案第６９号 

○議長（小原 仁君） 日程第 17 議案第 69 号 枝幸町職員の給与に関する条例の一

部を改正する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

総務課長。 

（総務課長髙瀨雅之君 登壇） 

○総務課長（髙瀨雅之君） 議案書 16 ページございます。 

議案第 69 号 枝幸町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について。 

枝幸町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例を次の通り制定する。 

令和７年 12 月 15 日提出 枝幸町長。  

提案理由の説明を申し上げます。 

本案につきましても、人事院勧告に基づく給与改定と昇給停止年齢の見直しを行う

ものでございます。 

最初に人事院勧告に基づく給与改定についてです。月例給では、民間との平均格差

は１万 5,014 円、率にして 3.62％です。これを解消するため、全俸給表を引き上げま

す。 

特に新規採用の競争力向上と若年層の処遇改善を重視し、初任給は大卒で１万 2,000

円、約 5.5％、高卒で１万 2,300 円、約 6.5％の引き上げを行っております。 

また、期末勤勉手当については、先ほどの特別職の給与条例と同様に年間支給月数を

0.05 ヶ月分引き上げ、4.6 ヶ月から 4.65 ヶ月分とするものであります。なお、一般職

員の 0.05 ヶ月分引き上げ分については、期末手当と勤勉手当に均等に配分します。 

また、その他の諸手当では、通勤手当や宿日直手当の見直しも行っております。 

次に昇給停止年齢の見直しについてです。近年、職員の人材確保は非常に重要な課
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題となっております。定年延長など、人事制度の変化にも対応し、職員が引き続き高

い意欲を持って働ける環境を整えるため、現行の 55 歳から５歳引き上げ 60 歳とするも

のでございます。 

改正条文の読み上げは省略させていただき、別冊、議案関係参考資料によりご説明

申し上げます。 

議案関係参考資料 34 ページをお開き願います。 

先ほどの特別職の給与と同様に、本条例の一部改正も二段階の改正であり、第１条

は、令和７年度の適用、第２条では、令和８年度以降の適用として区分されます。 

はじめに、第１条、令和７年度の適用についての改正です。第５条初任給及び昇給、

昇格の基準、第６項の昇給停止についてであります。現行では、55 歳に到達した後、

昇給を停止することとしておりますが、改正後は、昇給停止年齢を５歳引き上げ 60 歳

を超えるまでに改めるとともに、昇給の号俸幅につきましては、通常４号俸でありま

すが、55 歳を超える職員については２号俸とするものでございます。 

また、年齢判定の基準日を、現行のその年齢に達した日としておりましたが、改正

後は、いわゆる年度単位、学年基準とし、毎年４月１日時点の年齢とするものであり

ます。 

次に、その下、第 12 条通勤手当、第２項第２号自動車を使用する職員の通勤手当の

額についてであり、35 ページから 37 ページのとおりであります。 

職員の区分、片道のキロ数に応じて、片道 7.5km 以上において引き上げを行ってお

ります。 

次に、37 ページ下段の第 19 条宿日直手当、第１項では、現行 4,400 円を 4,700 円

に、医療業務を行うものについては、現行 7,400 円を 7,700 円に改めるものです。 

また、労働基準法の改正により医師の時間外労働が制限され、宿日直医師の確保と

処遇改善のため第２項にて医師に係る規定を改めるものです。現行第１項の２万 1,000

円を通常医師の給与をもとに算出した金額とするべく５万円を限度とし規則で定める

額とするものでございます。なお、規則では２万 5,000 円を予定しております。 

次に、38 ページ上段の第 20 条期末手当、第２項では、現行 100 分の 125 を 100 分

の 127.5 に、また、第３項の定年前再任用短時間勤務職員の読み替えについては、現

行 100 分の 70 を 100 分の 72.5 に改めるものです。 

次に、その下の第 21 条勤勉手当、第２項第１号、39 ページでは、現行 100 分の 105

を 100 分の 107.5 に、また、第２号定年前再任用短時間勤務職員の読み替えについて

は、現行 100 分の 50 を 100 分の 52.5 にそれぞれ改めるものです。 

次に、人事院勧告による月額の給料表の改正については、39 ページから 44 ページ、

別表第１行政職給与表、44 ページ下段から 49 ページ、別表第３医療職給料表（二）、

49 ページ中段から 56 ページ、別表第４医療職給料表（三）でございます。 

次に、57 ページ、第２条、令和８年度以降の適用についてであります。先ほどの第

１条の改正が条文に溶け込んだことを前提とした改正となっております。第 20 条期末

手当、第２項では、現行 100 分の 127.5 を 100 分の 126.25 に、また、第３項の定年

前再任用短時間勤務職員の読み替えについては、現行 100 分の 72.5 を 100 分の 71.25

にそれぞれ改めるものです。 

次に、その下、第 21 条勤勉手当、第２項第１項では、現行 100 分の 107.5 を 100 分

の 106.25 に、また、第２号の定年前再任用短時間勤務職員の読み替えについては、58
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ページ、現行 100 分の 52.5 を 100 分の 51.25 にそれぞれ改めるものです。 

附則として、第１条施行期日等、第１項では、この改正条例中、第１項の規定は、

公布の日から施行し、第２条の規定については、令和８年４月１日からとします。 

第２項では、第１条の改正条例中、第 20 条期末手当、及び第 21 条勤勉手当について

は、令和７年 12 月１日から適用し、その他、各給料表、諸手当等については、令和７

年４月１日から適用とします。 

次に、その下、第２条期末手当の内払では、第１条の規定により、既に支給された

期末手当は、改正後の給与条例による期末手当の内払とみなす旨の規定でございます。 

以上、提案内容の説明とさせていただきます。 

ご審議のうえ、ご決定賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 69 号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 69 号 枝幸町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例に

ついては、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１８ 議案第７０号～日程第１９ 議案第７１号 

○議長（小原 仁君） 日程第 18 議案第 70 号 枝幸町フルタイム会計年度任用職員

の給与に関する条例の一部を改正する条例について。日程第 19 議案第 71 号 枝幸町

パートタイム会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を

改正する条例についてを議題といたします。 

以上の２件は、関連がありますので、一括議案として審議したいと思い思いますが、

一括議案とすることにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 70 号及び議案第 71 号の２件の議案は、一括議案とすることに決

定いたしました。 

提案理由の説明を求めます。 

総務課長。 

（総務課長髙瀨雅之君 登壇） 

○総務課長（髙瀨雅之君） 議案第 70 号、議案第 71 号について、一括提案のご説明

を申し上げます。 
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議案書 32 ページでございます。 

議案第 70 号 枝幸町フルタイム会計年度任用職員の給与に関する条例の一部を改正

する条例について。 

枝幸町フルタイム会計年度任用職員の給与に関する条例の一部を改正する条例を次

のとおり制定する。 

令和７年 12 月 15 日提出 枝幸町長。 

続きまして、議案書 33 ページでございます。 

議案第 71 号 枝幸町パートタイム会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁償

に関する条例の一部を改正する条例について。 

枝幸町パートタイム会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例

の一部を改正する条例を次のとおり制定する。 

令和７年 12 月 15 日提出 枝幸町長。 

この２件についての提案理由の説明を申し上げます。 

本案につきましても、人事院勧告に基づく給与改定でございます。 

会計年度任用職員については、先ほど審議いただいた枝幸町職員の給与に関する条

例の給料表を準用しており、今回の改正により、職員と同様に給料月額等を引き上げ

るものでございます。 

改正条文の内容は、議案本文にて説明申し上げますので、該当条文の全文をご確認

いただく場合は、別冊の関係参考資料 59 ページ及び 60 ページをご参照願います。 

議案書 32 ページ、フルタイム会計年度任用職員の給与改正です。一部改正する条文

は、附則第４項給料表の適用等中、令和６年度条例第 32 号を令和７年度条例第 号に

改める。附則でありますが、この条例は公布の日から施行する。 

続きまして、32 ページ、フルタイム、失礼しました。33 ページでございます。パー

トタイム会計年度任用職員の給与改定です。一部改正する条文は、附則第４項給料表

の適用等中、令和６年度条例第 33 号を令和７年条例第 号に改める。附則であります

が、この条例は公布の日から施行をする。 

以上、議案第 70 号及び議案第 71 号の提案内容とさせていただきます。 

ご審議のうえ、ご決定賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 70 号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 70 号 枝幸町フルタイム会計年度任用職員の給与に関する条例



- 48 - 
 

の一部を改正する条例については、原案のとおり可決されました。 

続いて、議案第 71 号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 71 号 枝幸町パートタイム会計年度任用職員の報酬、期末手当

及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決され

ました。 

 

◎日程第２０ 議案第７２号 

○議長（小原 仁君） 日程第 20 議案第 72 号 枝幸町職員の特殊勤務手当に関する

条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

総務課長。 

（総務課長髙瀨雅之君 登壇） 

○総務課長（髙瀨雅之君） 議案書 34 ページでございます。 

議案第 72 号 枝幸町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例につい

て。 

枝幸町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例を次のとおり制定す

る。 

令和７年 12 月 15 日提出 枝幸町長。 

提案理由の説明を申し上げます。 

本案は、枝幸町国民健康保険病院における医療従事者の救急業務待機手当の改正を

行うものでございます。 

国保病院は、救急指定病院として 24 時間体制での急患の受け入れを行っており、平

日の夜間や土日・祝日の外来休診日には、医師のほか、看護師、検査技師、放射線技

師が自宅待機により対応しております。 

今回の改正は、医療職員の処遇改善を図る観点から待機手当の見直しを行うもので

ございます。 

改正条文の読み上げは省略させていただき、別冊、議案関係参考資料によりご説明

申し上げます。別冊、議案関係参考資料の 61 ページをお開き願います。 

第９条の２救急業務待機手当では、これまで支給対象に含まれていなかった医師を

追加いたします。 

次に、手当額であり、第１号の通常勤務時間帯については、現行 2,100 円を 2,350

円に、第２号の午後５時 15 分から翌日午前８時 30 分までの間後間については、現行

4,200 円を 4,700 円に改めるものでございます。 

この手当の算定においては、職員の給与条例第 19 条宿日直手当を参考とし、夜間に

当たる第２号については同額、通常時間帯である第１号についてはその半額としたも

のでございます。 

附則として、この条例は、公布の日から施行し、令和７年４月１日から適用するこ

ととしています。 
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以上、提案内容の説明とさせていただきます。 

ご審議のうえ、ご決定賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 72 号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 72 号 枝幸町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正す

る条例については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２１ 議案第７３号 

○議長（小原 仁君） 日程第 21 議案第 73 号 枝幸町コミュニティセンター・地区

会館条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

総務課長。 

（総務課長髙瀨雅之君 登壇） 

○総務課長（髙瀨雅之君） 議案書 35 ページでございます。 

議案第 73 号 枝幸町コミュニティセンター・地区会館条例の一部を改正する条例に

ついて。 

枝幸町コミュニティセンター・地区会館条例の一部を改正する条例を次のとおり制

定する。 

令和７年 12 月 15 日提出 枝幸町長。  

提案理由の説明を申し上げます。 

本案は、先ほど議決いただきましたコミュニティセンター・地区会館全 24 施設の指

定管理者の指定に伴うものであり、指定管理者へ移行するための規定の追加、併せて、

使用料に関し所要の改正を行うものでございます。 

改正条文の読み上げは省略させていただき、別冊、議案関係参考資料によりご説明

申し上げます。別冊、議案関係参考資料の 62 ページをお開き願います。 

第４条使用時間では、文言整理による修正でございます。 

次に、第 16 条公募によらない指定管理者の選定、及び第 17 条指定管理者指定条例の

適用除外については、指定管理者制度に関する新たな規定の追加でございます。 

コミュニティセンター・地区会館は、主な利用者が地域住民であり、運営主体とな

る自治会・町内会は、法人格を持たない地縁団体でございます。 

こうした地域による運営を引き続き持続していくための制度的補完として、指定管
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理者制度への移行を円滑に行えるよう、公募を伴わない選定や関係手続きにおける事

務負担の軽減を図るものでございます。 

次に、63 ページ、別表第２コミュニティセンター・地区会館使用料で、使用料です。

失礼しました。使用料については、現在の利用状況と、自治会・町内会との意見交換

を踏まえ、利用実態に即した利用者、管理者双方にとってわかりやすい料金区分へ改

めるものです。 

主な改正点としては、使用区分を、現行昼間・夜間を、通常時・暖房使用時に変更。

営利・営業を目的とする利用については、公平性確保の観点から、１日単位での価格

設定に変更。一般利用、研修室・和室・調理実習室については、現行の時間単位を１

日単位。料金額は、現行の４時間分を基本とした算定に見直しを行いました。 

附則として、この条例は、令和８年１月１日から施行します。 

以上、提案内容の説明とさせていただきます。 

ご審議のうえ、ご決定賜り賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

はい、４番徳保議員。 

○４番（徳保喜幸君） ４番徳保です。２点お伺いしたいと思います。 

まず１点ですけども、これから可決・承認される条例改正ですけども、既に各地域、

町内会・自治会にですね、この条例が可決されことにのっとった各種の書類が送付さ

れているというふうに認識をしておりますけども、何か理由があってそうしたんだと

いうふうには思いますが、その理由について説明をしていただけますか。 

○議長（小原 仁君） 総務課長。 

○総務課長（髙瀨雅之君） 徳保議員の質疑にお答えいたします。 

先週ですね、自治会・町内会にお送りしました書類につきましては、指定管理者制

度試行運用に関するガイドライン、いわゆる方針や手順、事務手続き、決算報告資料

の様式集、それから令和８年度指定管理者の積算関係資料とその書類の一式となって

おります。 

その中でも、ガイドライン方針につきましては、11 月 20 日に自治会・町内会との説

明を行い、この指定管理に当たり、各町内会と自治会と合意形成を図っております。 

そのためには、どうしてもですね、ガイドライン、きちっとした方針とか見えない

といけないと思ってこれを出しております。また、この資料を先週出すに当たってで

すね、通知の文書には、コミュニティセンター・地区会館の指定管理者の指定につい

ては、本日開催の議会に提案する予定でございますという文書を通知しております。 

また、ガイドラインにおいても、11 月 25 日の総務文教常任委員会の説明を行います。

それから、11 月 27 日は指定管理者評価委員会へ説明を行います。そして、本日、枝幸

町コミュニティセンター・地区会館条例の改正、公の施設に係る指定管理者の指定に

ついてという条例を提案させていただきますということをですね、11 月 20 日の日に自

治会の皆様にお話して了承を得ております。 

また、各、この指定管理に係る説明においては、本日の議会終了後において、私の

方で、自治会、町内会の方で必要であればご説明に伺いますとしておりますので、そ

ういうことについては、ご理解いただきたいと思います。 
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以上でございます。 

○議長（小原 仁君） ４番徳保議員。 

○４番（徳保喜幸君） 若干、条例制定の前に、書類が送られてたっていう。その中

に条例の内容が入っているものであれば、ちょっと勇み足だったのかなというような

思いもあるわけですけども、今、課長の説明をお聞きしましてこの部分については了

といたします。 

もう一点続けて、お伺いしたいですか。 

○議長（小原 仁君） はい、どうぞ。 

○４番（徳保喜幸君） 附則に８年１月１日施行というふうになってますが、この契

約とかコミセンの使用料の関係も８年の１月１日からこの料金に変わるという考え方

でよろしいのか。 

○議長（小原 仁君） 総務課長。 

○総務課長（髙瀨雅之君） 徳保議員のご質問にお答えします。 

先ほど、第１問目の使用料について、ガイドラインではですね、あくまでも改正前、

改正後ということでお伝えさせていただいております。 

使用料につきましては、当然、１月１日からの新しい自治会・町内会が 12 月までの

決算期でございますので、新たに１月１日からの年度から、この使用料を適用すると

いうことで考えております。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） ４番徳保議員。 

○４番（徳保喜幸君）  あの、私の山臼地域でも、先日 13 日に役員会があって、４月

１日なんだろうというふうに実は話が進んでて、まだ資料の内容も十分に確認してな

くて、どのように手続きをしたらいいのかということも地域でもわかってないという

のが実情だというふうに思うんです。 

その点、その点ですね、それぞれのコミセンの関係者の方々に、もう一度やっぱり

説明する必要があるんじゃないかというふうに思うんですけども、その対応について

はどのようにお考えですか。 

○議長（小原 仁君） 総務課長。 

○総務課長（髙瀨雅之君） 徳保議員の質疑にお答えいたします。 

先ほど申し上げたとおり、12 月定例会、今回の議案が確定後にですね、各自治会が

必要であれば私の方でご説明に行くというお約束はしており、もう１団体から予約は

いただいております。 

また、もう一点だけ、すいません、もう一点の質問がちょっと忘れちゃって、いい

ですか。どうもありがとうございます。以上でございます。 

○議長（小原 仁君） いいですか。はい、他にございませんか。はい、質疑なしとこ

れで認めます。質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 73 号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 
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（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 73 号 枝幸町コミュニティセンター・地区会館条例の一部を改

正する条例については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２２ 議案第７４号 

○議長（小原 仁君） 日程第 22 議案第 74 号 枝幸町リサイクルセンター条例の一

部を改正する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

町民課長。 

（町民課長城澤篤人君 登壇） 

○町民課長（城澤篤人君） 議案書 37 ページでございます。 

議案第 74 号 枝幸町リサイクルセンター条例の一部を改正する条例について。 

枝幸町リサイクルセンター条例の一部を改正する条例を次のとおり制定する。 

令和７年 12 月 15 日提出 枝幸町長。 

提案理由の説明を申し上げます。 

本改正は、令和４年度策定しました枝幸町公共施設再配置計画に基づき、令和８年

４月１日から枝幸町、枝幸リサイクルセンターに歌登リサイクルセンターの機能を集

約化する改正になります。 

改正文の読み上げについては省略させていただき、別冊の議案参考資料により説明

させていただきます。議案参考資料の 64 ページをお開きください。 

こちら、第２条の表、歌登リサイクルセンターの項を削除し、枝幸リサイクルセン

ターを枝幸町リサイクルセンターに改めるものでございます。 

附則といたしまして、この条例は、令和８年４月１日から施行するとしております。 

以上、提案理由の説明をさせていただきます。 

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君）  以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりまし

た。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 74 号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 74 号 枝幸町リサイクルセンター条例の一部を改正する条例に

ついては、原案のとおり可決されました。 
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◎日程第２３ 議案第７５号 

○議長（小原 仁君） 日程第 23 議案第 75 号 枝幸町乳児等通園支援事業の設備及

び運営に関する基準を定める条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

はい、町民課参事。 

（町民課参事岡部智富美君 登壇） 

○町民課参事（岡部智富美君） 議案書の 38 ページをお開きください。 

議案第 75 号 枝幸町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例

について。 

枝幸町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例を次のとおり

制定する。 

令和７年 12 月 15 日提出 枝幸町長。 

提案理由のご説明を申し上げます。 

本案は、０歳から２歳児の約６割を占める未就園児を含め、子育て家庭の多くが孤

立した育児の中で不安や悩みを抱えており、支援強化を求める意見があることから、

現行の幼児教育保育に加え、子どもに成長発達の機会を与えるため、就労要件を問わ

ず、月一定時間までの利用枠の中で利用が可能な事業を行ううえで、必要な設備運営

に関する基準の制定でございます。 

条例案の内容につきましては、議案の条文に沿ってご説明申し上げます。 

第１条は、この条例の趣旨について定めており、児童福祉法第 34 条の 16 第１項の規

定に基づく、乳児等通園支援事業の設備及び運営の基準に関し必要な事項を定めるも

のとすると規定しております。 

第２条から第４条につきましては、設備及び運営の最低基準に係ることを定めてお

り、第２条は最低基準の目的、第３条は最低基準の向上、第４条は最低基準と、乳児

等通園支援事業者であり、乳児等通園支援事業者による最低基準の向上について規定

しております。 

第５条は、乳児等通園支援事業の一般原則について定めており、乳児等通園支援事

業者が事業を行ううえでの利用乳幼児の人権の配慮、保護者・地域社会との連携、事

業の評価及び改善必要設備の設置などについて規定しております。 

議案書 39 ページ、第６条から第８条につきましては、乳児等通園支援事業を安全に

行ううえでの事項を定めており、第６条は乳児等通園支援事業と非常災害、第７条は

安全計画の策定、第８条は自動車を運行する場合の所在の確認について規定しており

ます。 

第９条及び第 10 条につきましては、乳児等通園支援事業者の職員について定めてお

り、第９条は乳児等通園事業支援事業者の職員の一般的条件、第 10 条は乳児等通園支

援事業者の職員の知識及び技能の向上等について規定しております。 

議案書 40 ページです。第 11 条は、他の社会福祉施設等を併せて設置するときの設備

及び職員の基準について定めており、乳児等通園支援事業に支障がない限り、他の社

会福祉施設等の設備及び職員に兼ねることができるように規定しております。 

第 12 条から第 19 条は、乳児等通園支援事業所が事業を行ううえでの事項について定

めており、第 12 条は利用乳児を平等に取り扱う原則、第 13 条は虐待等の防止、第 14

条は衛生管理等、第 15 条は食事、第 16 条は乳児等通園支援事業所内部の規程、第 17
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条は乳児町通園支援事業所に備える帳簿で、議案書第 41 ページに移りまして、第 18 条

は秘密保持等、第 19 条は苦情への対応について規定しております。 

第 20 条は、乳児等通園支援事業の区分について定めており、乳児等通園支援事業の

区分には、施設及び事業に係る利用定員の総数から利用児童を除いた数、以下の乳幼

児を対象として行う余裕活用型事業と、この余裕活用型事業に該当しないものを一般

事業と規定しております。 

第 21 条から第 24 条につきましては、一般型事業について定めており、第 21 条は一

般型事業の設備の基準であり、児童一人当たりの必要面積や事業を行う建物の条件、

必要な設備等について規定しております。 

議案書 40 ページに移りまして、第 22 条は一般型事業の職員、議案書 44 ページ、第

23 条は一般型事業の乳児等通園支援の内容、第 24 条は一般型事業の保護者との連絡に

ついて規定しております。 

第 25 条は、余裕活用型事業の設備及び職員の基準について定めており、余裕活用型

事業を行う各施設及び事業所の設備及び運営に関する基準について規定しております。 

第 26 条は準用について定めており、第 23 条の乳児等通年使用支援、乳児等通園支援

の内容、及び第 24 条の保護者との連絡については、余裕活用型事業について準用する

と規定しております。 

第 27 条は、電磁的記録について定めており、記録等の作成物について、書面で行う

ことが規定または想定されているもの以外、電磁的記録により行うことができると規

定しております。 

第 28 条は、この条例に定めるもののほか、この条例に関し必要な事項は規則で定め

るとしております。 

附則でございますが、この条例は、令和８年４月１日から施行するとしております。 

以上、大変雑駁ではございますが、議案第 75 号の提案理由及び内容の説明とさせて

いただきます。 

よろしくご審議のうえ、ご決定賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

はい。11 番秋川議員。 

○11 番（秋川祥雄君） 一つだけ、自分の勉強不足かもしれませんが確認させてくだ

さい。今、いろんなところで大変な犯罪が起きておりますけれども、例えば、この中

では、防犯カメラっていうのは利用されているんでしょうか。 

○議長（小原 仁君） 町民課参事。 

○町民課参事（岡部智富美君） 防犯カメラというのは、現段階で、これから乳児等

通園支援事業を行うに当たっては、これからのことだと思いますので、ちょっと、こ

ちらの方で検討させていただきたいと思います。 

○議長（小原 仁君） はい。11 番秋川議員。 

○11 番（秋川祥雄君） 実は、町内視察で、こども園の方を見たんですけれども。 

議員の中で、結構、防犯カメラがあった方がいいんじゃないかというようなことが

ありましたけども、１台もないっていうことだったもんですから、そういう意味では、

今後、お金のかかることですから、できる範囲でやっぱり設置した方がいいのかなと
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そんなふうに思います 

○議長（小原 仁君） 答弁はいいですか。 

○11 番（秋川祥雄君） はい。 

○議長（小原 仁君） はい、他にございませんか。 

はい、５番野口委員。 

○５番（野口洋郎君） 第８条なんですが、自動車を運行する場合の所在の確認って

いうのがありますよね。 

これでね、この支援事業で、子どもを乗せて自動車を運行するというようなことが

あるのかどうなのか、多分それの指定だと思うんですけど、その辺をちょっと解説を

お願いします。 

○議長（小原 仁君） 町民課参事。 

○町民課参事（岡部智富美君） ただいまの質問にお答えいたします。 

こちらの方なんですけれども、現時点では考えられてはおりませんけれども、この

条例自体が、今後、新しくやりたいという、手を挙げてくださる事業所とかがあれば

適用になるものですから、現時点では、こちらの方、第８条の方を規定しております。 

○議長（小原 仁君） はい、５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） まず、これからどうなるか、ちょっとわからない部分でつく

ってるっていうのはわかりました。 

それでね、第２項の方に当該自動車にブザーその他のっていうところありますよね。

それで、その利用乳幼児の見落としを防止する装置を備えて書いてあるんですね。こ

れはどういうことを想定しているのか、ちょっとわかる範囲で。 

○議長（小原 仁君） 町民課参事。 

○町民課参事（岡部智富美君） ただいまの質疑にお答えしたいと思います。 

こちらの方は、一応ですけれども、やはり保育士たちの確認というところから、あ

とは防犯ブザーなり、一応見守るような形のものが何かあれば付けていきたいとは思

っております。 

○議長（小原 仁君） はい、５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） これね、大きな事故がありましたよね。それでこういう項目

できているんだと思うのね。 

それで、ちょっと、今のは、かなり抽象的な感じになってしまって、具体的にどう

するかというのはこれからなのかなっていう部分もありますが、その辺、これからし

っかり、この辺については研究するんだということであれば、そういうような答弁を

いただきたい。 

○議長（小原 仁君） 町民課参事。 

○町民課参事（岡部智富美君） はい、現時点では、ちょっと行き先とかもわからな

いところもあるので、今後に向けて、このような自動車を使うようなこととかを想定

してやっていきたいとは思っておりますので、現時点では、今のところですね、現時

点では使うようなことはないかとは思っております。 

はい、以上です。  

○議長（小原 仁君） よろしいですか。他にございませんか。いいですか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、これで質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。
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これから討論を行います。討論ございませんか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 75 号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 75 号 枝幸町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準

を定める条例については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２４ 議案第７６号 

○議長（小原 仁君） 日程第 24 議案第 76 号 枝幸町民生委員推薦会条例の一部を

改正する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

保健福祉課長。 

（保健福祉課長有賀博輝君 登壇） 

○保健福祉課長（有賀博輝君） 議案書の 45 ページをお開きください。 

議案第 76 号 枝幸町民生委員推薦会条例の一部を改正する条例について。 

枝幸町民生委員推薦会条例の一部を改正する条例を次のとおり制定する。 

令和７年 12 月 15 日提出 枝幸町長。 

提案理由の説明を申し上げます。 

行財政改革の一環によりまして、各種審議会委員等の委員定数の見直しが行われた

ことに伴い、民生委員推薦委員会の委員の定数の見直しをしたことから、このたび提

案するものでございます。 

一部改正の内容につきましては、別冊の議案関係参考資料により説明させていただ

きます。議案関係参考資料の 65 ページをお開きください。 

第２条において委員の定数が定められており、左側の現行では 10 人以内と定められ

ておりますが、右側の改正のとおり８人以内とするものでございます。 

なお、令和７年度においても、８人の委員の方に委嘱し推薦会の会議を開催してお

りますが、支障は生じておりません。 

附則としまして、この条例は、公布の日から施行すると定めております。 

以上、大変雑駁ではございますが、議案第 76 号の提案理由及び内容の説明とさせて

いただきます。 

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ございますか。 

(「ありません」と言う人あり） 
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○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 76 号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 76 号 枝幸町民生委員推薦会条例の一部を改正する条例につい

ては、原案のとおり可決されました。 

もう１時間以上経つようでございますので、３時 35 分まで休憩いたします。 

休憩 午前３時１９分 

再開 午前３時３５分 

 

◎日程第２５ 議案第７７号 

○議長（小原 仁君） 休憩を解きまして、会議を再開いたします。 

日程第 25 号 議案第 77 号 枝幸町パークゴルフ場条例の一部を改正する条例につい

てを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

建設課長。 

（建設課長平谷昌仁君 登壇） 

○建設課長（平谷昌仁君） 議案書 46 ページでございます。 

議案第 77 号 枝幸町パークゴルフ場条例の一部を改正する条例について。 

枝幸町パークゴルフ場条例の一部を改正する条例を次のとおり制定する。 

令和７年 12 月 15 日提出 枝幸町長。 

提案理由をご説明申し上げます。 

今まで、三笠山パークゴルフ場と桧垣公園パークゴルフ場では、無料パーク、失礼

しました。有料パークゴルフ場として広く町民の皆様に利用されてきました。 

しかしながら、ここ数年では、全道と同様に、パークゴルフ愛好者の高齢化や趣味

の多様化による利用者の減少が見られ、今後も利用者の増加は厳しい状況となってお

ります。そのことから、より多くの方が経済的負担をなくし、誰もが気軽に利用でき

る公設パークゴルフ場として有効活用されるよう、パークゴルフ場使用料を無料とす

るための本条例の一部を改正するものでございます。 

一部改正の内容につきましては、別冊の議案関係参考資料によりご説明申し上げま

す。66 ページをお開きください。 

左側のアンダーライン部分の第４条使用の申し込み及び許可、第６条使用料、及び

第７条使用料の還付を削り、第５条を第４条、第８条を第５条とし、第９条を第６条

へ繰り上げます。 

また、67 ページの別表第２を削り、66 ページの別表第１を別表へ改めます。 

附則として、この条例は、令和８年４月１日から施行するとしております。 

以上、議案第 77 号の提案理由及び内容説明とさせていただきます。 

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 
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これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

はい、６番小林議員。 

○６番小林正浩君 一点だけお伺いします。 

人口、ま、利用する人間の人口を増やしたいということで無料にするっていうこと

はわかるんですが、やっぱり使用者責任っていうのもありますから、本当は使用する

人は利用料を払うっていうのが基本だと思うんですが、そこんところ、無料にするっ

ていう何か理由、ほかにあれば教えていただきたいと思います。 

○議長（小原 仁君） 建設課長。 

○建設課長（平谷昌仁君） ただいまの小林議員のご質問にお答えいたします。 

パークゴルフ人口が、最近ではやはり少なくなってきておりまして、それと相反し

てですね、有料することによりまして回数券の券売機などの機械費が増加しておりま

す。 

それを比較しますと、使用料、皆さんの利用料をいただく金額と機械をリースする

金額が逆転している状況でございますので、逆に無料にした方がですね、皆さんにも

楽しんでいただきつつ、財政的にも有利だということで、今回無料にしたいと思って

おります。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） はい、６番小林議員。 

○６番小林正浩君 はい、券売機の契約料よりも利用料が低いっていうことを確認し

て、それが仕方がないかなというふうに思うところであります。 

あともう一点だけ。この無料にすることによって、それぞれあるパークゴルフ場の

規模っていうのは変化するのか、それとも現状維持でしばらくはやっていくのか、そ

こんところを確認したいと思います。 

○議長（小原 仁君） 建設課長。 

○建設課長（平谷昌仁君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

現在、三笠山パークゴルフ場と桧垣公園パークゴルフにつきましては、あの大会が

いろいろ開催されておりまして、その大会の公平性と統一性を確保するために、日本

パークゴルフ協会の認定コースをとってございます。 

そういうところで、今回もいろいろな大会を町内・町外問わず参加していただけれ

ばというところで、管理につきましても、その認定も外れないような管理の手法をと

っていきたいとそういうふうに考えてございます。 

以上でございます。 

○６番小林正浩君 わかりました。 

○議長（小原 仁君） よろしいですか。他にございませんか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、これで質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。

これから討論を行います。討論ございませんか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 77 号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 
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（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 77 号 枝幸町パークゴルフ場条例の一部を改正する条例につい

ては、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２６ 議案第７８号 

○議長（小原 仁君） 日程第 26 議案第 78 号 枝幸町国民健康保険病院対策協議会

条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

病院事務局長。 

（病院事務局長神尾尚人君 登壇） 

○病院事務局長（神尾尚人君） 議案書 47 ページをお開き願います。 

議案第 78 号 枝幸町国民健康保険病院対策協議会条例の一部を改正する条例につい

て。 

枝幸町国民健康保険病院対策協議会条例の一部を改正する条例を次のとおり制定す

る。 

令和７年 12 月 15 日提出、枝幸町長。 

提案理由の説明を申し上げます。本条例は、枝幸町国民健康保険病院の円滑な業務

運営を図るために設置する協議会について定めております。 

本協議会は、病院の運営全般について町長が諮問し、調査審議等を行う附属機関で

あることを踏まえて、現状に合った名称に変更するため、また、枝幸町の行財政改革

大綱実施計画の項目の一つである各種審議会等委員定数の見直しについて、本協議会

の委員の任期を終えた機会におきまして定数を減じるため、所要の改正を行うもので

あります。 

条例改正案の内容につきましては、別冊の議案関係参考資料によりご説明申し上げ

ます。67 ページをお開きください。 

右側が改正後ですが、議案本文にあります題名の改正のほか、第１条設置中、対策

を運営に、第３条組織中、８人を２人減の６人に改めます。 

附則として、この条例は、公布の日から施行するとしております。 

以上、議案第 78 号の内容説明とさせていただきます。 

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ございますか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 78 号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 
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（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 78 号 枝幸町国民健康保険病院対策協議会条例の一部を改正す

る条例については、原案のとおり可決されました。 

  

◎日程第２７ 議案第７９号 

○議長（小原 仁君） 日程第 27 議案第 79 号 令和７年度枝幸町一般会計補正予算

についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

財政課長。 

（財政課長深井 信君 登壇） 

○財政課長（深井 信君） 議案書 48 ページでございます。 

議案第 79 号 令和７年度枝幸町一般会計補正予算について。 

令和７年度枝幸町一般会計補正予算第４号は別紙に定めるところによる。 

令和７年 12 月 15 日提出 枝幸町長。 

別冊の一般会計補正予算書第４号の１ページ目をお開き願います。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 5,209 万

7,000 円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 135 億 2,292 万 6,000 円

とする。第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補

正後の歳入歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。 

債務負担行為の補正、第２条、債務負担行為の追加は、第２表、債務負担行為補正

による。 

地方債の補正、第３条、地方債の変更は、第３表、地方債補正による。 

４ページをお開き願います。第２表、債務負担行為補正で、追加が３件ございます。

１件目は、事項、町長・町議会議員選挙執行経費（ポスター掲示板設置業務委託料）

で、期間は令和７年度から令和８年度まで、限度額は 480 万円でございます。２件目

は、事項、小学校教材等整備経費（教材購入費）で、期間は令和７年度から令和８年

度まで、限度額は 70 万円。３件目は、事項、中学校教材等整備経費（教材購入費）で、

期間は令和７年度から令和８年度まで、限度額は 30 万円でございます。これら３件の

追加は、年度を跨ぐ契約となるためでございます。 

続いて５ページ、第３表、地方債補正は、変更が１件ございます。起債の目的は過

疎対策事業で、補正前限度額 20 億 690 万円を補正後限度額 19 億 9,860 万円に減額す

るもので、事業費の確定並びに精査などによるものでございます。起債の方法、利率、

償還の方法については変更はございません。 

今回の補正予算につきましては、歳出では、主に人事院勧告に基づく職員給与費の

増額や町長・町議会議員選挙執行経費の追加、中小企業者等への新規創業支援に係る

助成金の増額など、また、各事務事業の精査による不用額の整理及び各特別会計事業

会計の繰出金等の調整などを行っております。 

歳入では、町税の増額や各事務事業の精査による国・道支出金及び町債等の調整を

し、財政調整基金繰入金の減額を行っております。 

それでは、事項別明細書により、補正額をもってご説明申し上げます。12 ページを

お開きください。歳入でございます。 
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１款町税、１項町民税は 8,000 万円の増額で、個人町民税でございます。 

15 款国庫支出金は 29 万 2,000 円の増額。内訳は、１項国庫負担金が 25 万円の増額

で、障害福祉、障害福祉費負担金。２項国庫補助金が４万 2,000 円の増額で、社会福

祉費補助金でございます。 

16 款道支出金は 189 万 6,000 円の減額。内訳は、１項道負担金が 99 万 6,000 円の

減額で、主なものは、社会福祉費負担金。２項道補助金が 95 万 2,000 円の減額で、主

なものは、農業費補助金。３項委託金が５万 2,000 円の増額で、主なものは、統計調

査費委託金の増額及び選挙費委託金の減額でございます。 

17 款財産収入、２項財産売払収入は 171 万円の増額で、主なものは、不動産売払収

入でございます。 

18 款１項寄附金は 60 万円の増額で、指定寄附金。 

19 款１項繰入金は 2,642 万 4,000 円の減額で、主なものは、財政調整基金繰入金が

1,990 万円、過疎地域自立促進特別事業基金繰入金が 1,180 万円をそれぞれ減額。ふ

るさと未来応援基金繰入金 1,244 万円の増額でございます。 

21 款諸収入は 611 万 5,000 円の増額。内訳は、４項受託事業収入が８万 9,000 円の

増額。14 ページ、５項雑入が 602 万 6,000 円の増額でございます。 

22 款１項町債は 830 万円の減額で、事業費の確定並びに精査などによるものでござ

います。 

以上、下段の歳入合計は、補正前の額 134 億 7,082 万 9,000 円に対し、5,209 万

7,000 円を増額し、135 億 2,292 万 6,000 円とするものです。歳入は以上でございま

す。 

続いて、歳出でございます。18 ページをお開き願います。 

２款総務費は 1,264 万 9,000 円の減額。内訳は、１項総務管理費は 1,582 万 8,000

円の減額で、主なものは 19 ページ三つ目、一般行政事務経費 355 万 9,000 円の減額。

21 ページ四つ目、地方バス路線維持事業 406 万 1,000 円、二つ置いて、情報通信基盤

施設管理経費 543 万 5,000 円、その下、情報通信基盤施設整備事業 345 万 4,000 円の

それぞれ減額でございます。 

22 ページ、２項徴税費は 18 万 4,000 円の減額で、税務事務経費。 

４項選挙費は 294 万円の増額で、主なものは、25 ページ上、町長・町議会議員選挙

執行経費 339 万 6,000 円の追加でございます。 

24 ページに戻りまして、５項統計調査費は 42 万 3,000 円の増額で、指定統計調査経

費でございます。総務費は以上です。 

26 ページをお開きください。３款民生費は 256 万 8,000 円の増額。内訳は、１項社

会福祉費は 281 万 7,000 円の減額で、主なものは、27 ページ上、国民健康保険事業特

別会計繰出金 121 万円、一つ置いて、介護保険事業特別会計繰出金 181 万 5,000 円の

それぞれ増額。その下、敬老事業 102 万 7,000 円の減額。その下、老人保護措置事業

113 万 6,000 円の増額。一つ置いて、後期高齢者医療事業特別会計繰出金 254 万 1,000

円の減額。29 ページ上、後期高齢者医療広域連合事業 388 万 1,000 円の減額でござい

ます。 

28 ページに戻りまして、２項児童福祉費が 538 万 5,000 円の増額で、主なものは、

29 ページ中ほど、歌登放課後児童特別対策事業 113 万 9,000 円の減額。その下、認定

こども園管理運営経費 259 万 4,000 円の増額でございます。民生費は以上です。 
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34 ページになります。４款衛生費、１項保健衛生費は 4,001 万 9,000 円の減額で、

主なものは、35 ページ上、簡易水道事業会計出資及び運営経費 419 万 5,000 円、その

下、国民健康保険病院事業会計出資及び運営経費 3,988 万 1,000 円をそれぞれ減額。

37 ページ下から二つ目、予防接種経費 330 万円の増額でございます。衛生費は以上で

す。 

38 ページをお開きください。５款労働費、１項労働諸費は 12 万 9,000 円の増額で、

労働事務経費でございます。 

40 ページ、６款農林水産業費は 507 万 2,000 円の減額。内訳は、１項農業費が 182

万 8,000 円の減額で、主なものは、41 ページ下から二つ目、農用地等基礎データ作成

事業 118 万 8,000 円の減額でございます。 

42 ページ、２項林業費が 258 万 6,000 円の減額で、主なものは、43 ページ二つ目、

有害鳥獣駆除経費 119 万 4,000 円の増額。その下、森林環境譲与税活用事業 318 万円

の減額でございます。 

42 ページに戻りまして、３項水産業費が 65 万 8,000 円の減額で、漁港管理経費ほか

精算によるものでございます。農林水産業費は以上です。 

46 ページをお開き願います。７款１項商工費は 2,663 万 4,000 円の増額で、主なも

のは、47 ページ上、中小企業等活性化助成事業 1,342 万 5,000 円、一つ置いて、保養

施設等管理経費 1,258 万 5,000 円のそれぞれ増額でございます。商工費は以上です。 

48 ページをお開き願います。８款土木費は 460 万 6,000 円の減額。内訳は、１項道

路橋梁費が 224 万 8,000 円の減額で、道路整備事業単独。 

３項港湾費が 11 万 3,000 円の増額で、港湾管理経費。 

４項都市計画費が 247 万 1,000 円の減額で、下水道事業会計出資及び運営経費でご

ざいます。土木費は以上でございます。 

50 ページになります。９款１項消防費は、南宗谷消防組合負担金の精査により 634

万 1,000 円の減額で、内訳は 51 ページに記載のとおりでございます。 

52 ページになります。10 款教育費は 1,564 万 2,000 円の増額。内訳は、１項教育

総務費が 123 万 7,000 円の増額で、主なものは、53 ページ上、特別支援教育支援員配

置事業 160 万 4,000 円の増額。 

52 ページに戻りまして、２項小学校費が 641 万 2,000 円の増額で、小学校管理経費

でございます。 

54 ページ、３項中学校費が 273 万円の増額で、中学校管理経費。 

４項社会教育費が 31 万 5,000 円の増額で、文化振興事務経費などの精査によるもの

でございます。 

56 ページ、５項保健体育費が 494 万 8,000 円の増額で、主なものは、57 ページ下、

社会体育施設管理運営経費 245 万円の増額。59 ページ、給食センター管理運営経費 249

万 8,000 円の増額でございます。教育費は以上でございます。 

60 ページをお開きください。12 款１項公債費は 100 万 6,000 円の増額で、町債償還

の元金及び利子の精査によるものでございます。 

62 ページをお開きください。13 款１項職員費は 7,480 万 5,000 円の増額で、給与

費でございます。 

以上、下段の歳出合計は、補正前の額 134 億 7,082 万 9,000 円に対し、5,209 万

7,000 円を増額し、135 億 2,292 万 6,000 円とするものです。 
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65 ページ以降の予算説明書につきましては、説明を省略させていただきます。 

以上、令和７年度枝幸町一般会計補正予算第４号の内容説明とさせていただきます。 

なお、予算附属資料として、普通建設事業補正予算一覧表を添付しております。ま

た、11 月末現在の令和７年度建設工事等発注一覧表を参考資料として配付させていた

だきましたので、併せてご参照ください。 

それでは、よろしくご審議のうえ、ご決定くださいますようお願い申し上げます。

ます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。歳入歳出全般にわたっての質疑を許します。質疑ありま

せんか。 

はい、５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） 一点だけ、35 ページです。国民健康保険病院事業会計ですね、

これ、4,000 万減額補正になってます。ちょっと金額が大きいのでね、この時期にこの

減額補正がどういうことなのかという部分を、ちょっと説明していただきたいと思い

ます。 

○議長（小原 仁君） はい、病院事務局長。 

○病院事務局長（神尾尚人君） 野口議員のご質問にお答えいたします。 

今回 3,900 万ぐらいの全額があがっておりますけども、この中で大きなのが、不採

算地区病院の運営に関する要する経費というところでありますけども、あと全体的に

減ってるところもあります。 

大きなところはですね、例えば看護師の給与、当初予算で見てたときからですね減

額してるのがあります。 

理由といたしましては、当初予算組むときは、大体 12 月末ぐらいの時点の人員を見

るんですけども、その後ですね退職された方がいらっしゃったり、あと、当初予算で

は育児休業の方も 1 年間全て出勤されるという時点での金額で見るんですけども、その

方が実際、今年度に入って育休に頭から入ったりとかですね、そういう部分でかなり

減額になるっていうのが非常に大きな一つであります。 

あとは、高度医療に要する経費ですと、CT、MRI の入札減ですね、委託料の入札減等

もありますし、救助に要する経費ですと、時間外の患者の減とかですね、様々な要因

があって、ちょっと金額大きいんですけども、主繰入金は病院から繰入金ですけども、

その減額になっております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） はい、看護師の給与という部分が大きいんだというお話でし

た。 

それで、予定していた方が働いていてもらっていないっていう部分があると思うん

ですね。その辺の何か影響っていうか、今後どういうふうにするのかっていうような

部分がもしあれば、ちょっとお聞きしたいんですが。 

○議長（小原 仁君） 病院事務局長。 

○病院事務局長（神尾尚人君） 野口議員のご質問にお答えいたします。  

育児休業の取られてる方については、来年早くて１月からですね復職されますので、
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何ヶ月ごとにですね復職されますので、そういう意味では少し解消されるのかなと。

で、今年に関しては、もう、まず 10 月にも復職されてる方もいますし、そういうふう

な、いる人の中でですね対応していければなと思っております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） よろしいですか。他にございませんか。 

はい、６番小林議員。 

○６番（小林正浩君）  一点だけ、13 ページなんですけれど、財政調整基金繰入金

1,990 万円ほど減額します。 

最近、この２年ぐらい財政調整基金って減額されてると思うんですが、積み立てが、

これって令和８年度以降の町政にどんな影響があるかというふうに考えられているか、

というのを説明していただきたいと思います。 

○議長（小原 仁君） 財政課長。 

○財政課長（深井 信君） はい、ただいまのご質問にお答えいたします。 

現状ですね、今回 12 月補正で減額で戻すという形なんですけども、財政調整基金を

12 月末現在ですね、大体１億 6,000 万まだ取り崩している状況でございます。当初か

ら見てる段階で、繰り越した分を 5,000 万ぐらい積み戻したり、９月補正でやっては

いるんですけれども。 

ご質問の今後の見通しということだと思うんですけれども、今、現在ですね、まち

づくり計画が大体来年に向けて完成はするんですけれども、各課の予算要求等を含む

予算というか、まちづくり計画で出てくる事業費のボリュームとか見た中でですね、

来年の２月ぐらいに、議員さんの方にですね、第４次の中期財政計画というのをお示

ししたいなというふうに考えております。  

その中でですね、将来、一応、事業をこれだけこなしていくとこれだけの財源が必

要ですよという話ができるかなというふうには思っておりまして、この場で、ちょっ

と詳しくは、ちょっと、なかなか難しいかなと思っているんですけれども、そういっ

たご答弁でよろしいでしょうか。 

○議長（小原 仁君） よろしいですか。はい、他にございませんか。よろしいです

か。ありませんか。はい。他に質疑がないということで、これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 79 号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 79 号 令和７年度枝幸町一般会計補正予算については、原案の

とおり可決されました。 

 

◎日程第２８ 議案第８０号 

○議長（小原 仁君） 日程第 28 議案第 80 号 令和７年度枝幸町国民健康保険事業

特別会計補正予算についてを議題といたします。 
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提案理由の説明を求めます。 

保健福祉課参事。 

（保健福祉課参事宇佐美貴広君 登壇） 

○保健福祉課参事（宇佐美貴広君） 議案書の 49 ページでございます。 

議案第 80 号 令和７年度枝幸町国民健康保険事業特別会計補正予算について。 

令和７年度枝幸町国民健康保険事業特別会計補正予算第２号は、別紙に定めるとこ

ろによる。 

令和７年 12 月 15 日提出 枝幸町長。 

別冊、令和７年度国民健康保険事業特別会計補正予算書第２号の１ページをお開き

願います。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ 2,753 万

7,000 円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 14 億 50 万 3,000 円とす

る。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。 

このたびの補正でございますが、保険給付費の推移による療養給付費の減額、給与

改定に伴う職員費の増額、道補助金精算による返納金の計上などとなっております。 

内容につきましては、事項別明細書により、補正額をもってご説明申し上げます。

10 ページをお開き願います。歳入でございます。 

２款道支出金、１項道補助金は 2,935 万 6,000 円の減額で、歳出でご説明いたしま

す保険給付費の減額に伴い普通交付金 2,900 万円の減額、及び国民健康、国保病院会

計の繰出金減額による特別調整交付金 35 万 6,000 円の減額でございます。 

４款１項繰入金は 180 万 9,000 円の増額で、内訳は、１目一般会計繰入金の財政安

定化支援事業繰入金 12 万 4,000 円の減額、及び職員給与費等繰入金 133 万 4,000 円

の増額でございます。２目基金繰入金は、道補助金精算による返納などに伴い、59 万

9,000 円の増額でございます。 

７款１項国庫補助金は、マイナ保険証の周知広報費用の補助として１万円の計上で

ございます。 

以上、歳入合計は、補正前の額 14 億 2,804 万円から 2,753 万 7,000 円を減額し、

計 14 億 50 万 3,000 円とするものでございます。 

続いて歳出でございます。14 ページをお開きください。 

１款総務費、１項総務管理費は 133 万 4,000 円の増額で、給与改定に伴う職員費の

増額でございます。 

２款１項保険給付費は 2,900 万円の減額で、内訳は、本年３月から８月診療分まで

の医療機関への療養給付経費が月額平均約 4,590 万円で推移しており、今後の給付見

込みにより 3,000 万円の減額。また、補装具購入や柔道整復などの療養経費は月額約

51 万円で推移しており、予算額に不足が見込まれますことから 100 万円の増額とする

ものでございます。 

７款諸支出金、１項償還金及び還付加算金は、令和６年度の道補助金精算に伴う償

還金で 48 万 5000 円の増額でございます。 

２項繰出金は、国保病院の繰出金 35 万 6,000 円の減額でございます。 

以上、歳出合計は、補正前の額 14 億 2,804 万円から 2,753 万 7,000 円を減額し、
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計 14 億 50 万 3,000 円とするものでございます。 

17 ページ目以降は予算説明書でございますので、ご参照いただきたいと存じます。

以上、国民健康保険事業特別会計補正予算書第２号の説明とさせていただきます。 

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。歳入歳出全般にわたっての質疑を許します。質疑ありま

せんか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしということでございますので、ここで質疑を

終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 80 号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

 （「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 80 号 令和７年度枝幸町国民健康保険事業特別会計補正予算に

ついては、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程２９ 議案第８１号 

○議長（小原 仁君） 日程第 29 議案第 81 号 令和７年度枝幸町後期高齢者医療事 

 業特別会計補正予算についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

保健福祉課参事。 

（保健福祉課参事宇佐美貴広君 登壇） 

○保健福祉課参事（宇佐美貴広君） 議案書の 50 ページでございます。 

議案第 81 号 令和７年度枝幸町後期高齢者医療事業特別会計補正予算について。 

令和７年度枝幸町後期高齢者医療事業特別会計補正予算第２号は、別紙に定めると

ころによる。 

令和７年 12 月 15 日提出 枝幸町長。 

別冊、令和７年度後期高齢者医療事業特別会計補正予算書第２号の１ページをお開

き願います。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 565 万 9,000

円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億 7,875 万 7,000 円とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。 

このたびの補正でございますが、後期高齢者医療保険料の確定賦課に伴う増額、後

期高齢者医療広域連合への負担金精算によるものでございます。 

それでは、事項別明細書により、補正額をもってご説明申し上げます。10 ページを
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お開き願います。 

１款１項後期高齢者医療保険料は 820 万円の増額で、本年度の確定賦課に基づき、現

年度分特別徴収保険料 350 万円、普通徴収保険料 470 万円のそれぞれ増額でございま

す。 

２款１項繰入金は 254 万 1,000 円の減額で、保険料法定軽減措置に要する保険基盤

安定繰入金 149 万 4,000 円及び広域連合事務費負担金の精算による事務費繰入金 104

万 7,000 円のそれぞれ減額でございます。 

以上、歳入合計は、補正前の額１億 7,309 万 8,000 円に対し、565 万 9,000 円を増

額し、計 1 億 7,875 万 7,000 円とするものでございます。 

次に、歳出でございます。14 ページをお開き願います。 

２款１項後期高齢者医療広域連合納付金は 565 万 9,000 円の増額で、内訳は、保険

料納付金 820 万円の追加、保険基盤安定負担金 149 万 4,000 円及び事務費納付金 104

万 7,000 円のそれぞれ減額でございます。 

以上、歳出合計は、補正前の額１億 7,309 万 8,000 円に対し、565 万 9,000 円を増

額し、計１億 7,875 万 7,000 円とするものでございます。 

以上、後期高齢者医療事業特別会計補正予算書第２号の説明とさせていただきます。

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。歳入歳出全般にわたっての質疑を許します。ありません

か。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしということでございまして、これで質疑を終

わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 81 号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 81 号 令和７年度枝幸町後期高齢者医療事業特別会計補正予算

については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第３０ 議案第８２号 

○議長（小原 仁君） 日程第 30 号、議案第 82 号 令和７年度枝幸町介護保険事業 

特別会計補正予算についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

保健福祉課長。 

（保健福祉課長有賀博輝君 登壇） 

○保健福祉課長（有賀博輝君） 議案書の 51 ページでございます。 
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議案第 82 号 令和７年度枝幸町介護保険事業特別会計補正予算について。 

令和７年度枝幸町介護保険事業特別会計補正予算第２号は、別紙に定めるところに

よる。 

令和７年 12 月 15 日提出 枝幸町長。 

それでは、別冊の令和７年度介護保険事業特別会計補正予算書第２号の１ページを

お開きください。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 333 万 8,000

円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ８億 5,573 万 2,000 円とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。 

今回の補正の補正予算の主なものは、歳入では、介護保険料、国庫支出金、道支出

金、繰入金の増額。歳出では、一般事務経費の増額。介護報酬改定に伴うシステム改

修に要する委託料の追加。それから、給与改定等に伴う人件費の増額によるものでご

ざいます。 

補正の内容につきましては、事項別明細書により、補正額をもってご説明申し上げ

ます。事項別明細書の 10 ページをお開きください。 

１款１項介護保険料は９万 6,000 円を増額するもので、内訳は、現年度分の介護保

険料賦課確定に伴う精査でございます。 

２款国庫支出金、２項国庫補助金は 134 万 4,000 円を増額するもので、内訳は、地

域支援事業交付金、社会保障分 16 万 2,000 円の増額と、介護保険システム改修事業費

補助金 118 万 2,000 円の追加でございます。 

３款道支出金、２項道補助金は８万 2,000 円を増額するもので、地域支援事業交付

金、社会保障分の増額でございます。 

６款１項繰入金は 181 万 6,000 円を増額するもので、内訳は、地域支援事業繰入金

（社会保障分）８万 2,000 円と、介護保険システム改修事業費などの事務費繰入金 173

万 3,000 円。基金繰入金として 1,000 円を繰り入れるものでございます。 

下段の歳入合計では、補正前の額８億 5,239 万 4,000 円、補正額 333 万 8,000 円の

増額、計８億 5,573 万 2,000 円とするものでございます。 

次に歳出でございますが、14 ページをお開きください。 

１款総務費、１項総務管理費は 268 万 5,000 円を増額するもので、内訳は、一般事

務経費の増額と介護保険システム改修業務に要する委託料の追加でございます。 

３款１項地域支援事業費では 65 万 2,000 円を増額するもので、内訳は、一般介護予

防事業の会計年度任用職員の人件費９万 5,000 円、地域包括支援事業（生活支援体制

整備事業）の職員人件費 28 万 7,000 円、地域包括支援事業（認知症総合支援事業）の

職員人件費 27 万円を給与改定により増額するものでございます。 

５款諸支出金、１項償還金では 1,000 円を増額するもので、過年度分の国庫支出金

の返納金でございます。 

下段の歳出合計では、補正前の額８億 5,239 万 4000 円、補正額 333 万 8,000 円の

増額、計８億 5,573 万 2,000 円とするものでございます。 

以上で、介護保険事業特別会計補正予算書第２号の説明に代えさせていただきます。

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま
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した。 

これから質疑を行います。歳入歳出全般にわたっての質疑を許します。ありません

か。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしということで、これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 82 号について採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 82 号 令和７年度枝幸町介護保険事業特別会計補正予算につい

ては、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第３１ 議案第８３号 

○議長（小原 仁君） 日程第 31 議案第 83 号 令和７年度枝幸町水道事業会計補正

予算についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

水道課長。 

（水道課長桜井勝浩君 登壇） 

○水道課長（桜井勝浩君） 議案書 52 ページでございます。 

議案第 83 号 令和７年度枝幸町水道事業会計補正予算について。 

令和７年度枝幸町水道事業会計補正予算第３号は、別紙に定めるところによる。 

令和７年 12 月 15 日提出 枝幸町長。 

別冊、令和７年度枝幸町水道事業会計補正予算書第３号の１ページをお開き願いま

す。 

今回の補正予算につきましては、人件費及び建設改良事業の精査を行うものでござ

います。 

総則、第１条、令和７年度枝幸町水道事業会計の補正予算第３号は、次に定めると

ころによる。 

業務の予定量、第２条、令和７年度枝幸町水道事業会計予算第２条に定めた業務の

予定量を次のとおり補正する。 

補正内容につきましては、補正予定量をもってご説明申し上げます。 

第４号、主要な建設改良事業、１件目は、町道中通線配水管更新実施設計業務委託で

24 万 2,000 円を減額し、1,075 万 8,000 円。２件目は、町道常盤町線配水管更新工事

で 16 万円を増額し、616 万円。３件目は、三笠町地区配水管移設工事で 520 万円を減

額し、880 万円。４件目は問牧地区排水管新設工事で 49 万 7,000 円を減額し、300 万

3,000 円。５件目は、水安全計画策定業務委託で 214 万 4,000 円を減額し、985 万

6,000 円とするものでございます。 

収益的支出、第３条、予算第３条に定めた収益的支出の予定額を次のとおり補正す
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る。支出、第１款水道事業費用、既決予定額１億 5,710 万 5,000 円に対し、第１項営

業費用で 291 万 6,000 円を減額し、１億 5,418 万 9,000 円とするものでございます。 

資本的収入及び支出、第４条、予算第４条本文括弧書中、不足する額１億 662 万

9,000 円は、損益勘定留保資金１億 662 万 9,000 円で補てんを、不足する額１億 1,549

万 2,000 円は、損益勘定留保資金１億 1,549 万 2,000 円で補てんに改め、資本的収入

及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

収入、第１款資本的収入、既決予定額 3,766 万 1,000 円に対し、第２項企業債で

1,610 万円を減額し、2,156 万 1,000 円とし、支出、第１款資本的支出、既決予定額

１億 4,429 万円に対し、第１項建設改良費で 723 万 7,000 円を減額し、１億 3,705 万

3,000 円とするものでございます。 

２ページ目に参りまして、企業債、第５条、予算第６条に定めた企業債の限度額を

次のとおり改める。１件の限度額の変更で、起債の方法、利率、償還の方法につきま

しては変更はございません。起債の目的は、配水管更新事業で、補正前限度額 3,100

万円を 1,490 万円とするものでございます。 

議会の議決を経なければ流用することのできない経費、第６条、予算第８条に定め

た経費の金額を次のとおり改める。第１号、給与費、既決予定額 2,848 万 5,000 円に

対し、235 万 4,000 円を減額し、2,613 万 1,000 円に改めるものでございます。 

続きまして５ページをお開きください。補正予算実施計画でございます。補正の内

容につきましては、補正額をもってご説明申し上げます。 

はじめに収益的支出で、１款水道事業費用、１項営業費用が 291 万 6,000 円の減額

で、総係費で、主に人件費の精査による減額でございます。収益的支出は以上でござ

います。 

次に９ページをお開きください。資本的収入で、１款資本的収入、２項企業債が

1,610 万円の減額で、今年度実施しました町道中通線配水管更新実施設計業務委託に係

る本工事につきまして、令和８年度に工事予定をしておりましたものを令和９年度以

降の工事に期間の事業期間の変更をしたことに伴いまして、起債対象外となることか

ら、このたび、企業債から自己資金へと振替することによる減額、及び建設改良事業

の精査による減額でございます。資本的収入は以上でございます。 

10 ページにまいりまして、資本的支出で、１款資本的支出、１項建設改良費が 723

万 7,000 円の減額で、配水施設拡張費における人件費精査、及び委託料、工事請負費

の精査による減額でございます。資本的支出は以上でございます。 

12 ページ以降は、予算説明書で資料として添付してございますので、説明は省略さ

せていただきます。 

以上で、令和７年度枝幸町水道事業会計補正予算書第３号の内容説明とさせていた

だきます。 

よろしくご審議のうえ、ご決定くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。歳入歳出全般にわたっての質疑を許します。質疑ござい

ませんか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしということでございますので、これで質疑を終わり
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ます。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 83 号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 83 号 令和７年度枝幸町水道事業会計補正予算については、原

案のとおり可決されました。 

 

◎日程第３２ 議案第８４号 

○議長（小原 仁君） 日程第 32 議案第 84 号 令和７年度枝幸町簡易水道事業会計

補正予算についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

水道課長。 

（水道課長桜井勝浩君 登壇） 

○水道課長（桜井勝浩君） 議案書 53 ページでございます。 

議案第 84 号 令和７年度枝幸町簡易水道事業会計補正予算について。 

令和７年度枝幸町簡易水道事業会計補正予算第３号は、別紙に定めるところによる。

令和７年 12 月 15 日提出 枝幸町長。 

別冊、令和７年度、枝幸町簡易水道事業会計補正予算書第３号の１ページをお開き

願います。  

今回の補正予算につきましては、人件費及び建設改良事業の精査を行うものでござ

います。 

総則、第１条、令和７年度枝幸町簡易水道事業会計の補正予算第３号は、次に定め

るところによる。 

業務の予定量、第２条、令和７年度枝幸町簡易水道事業会計予算第２条に定めた業

務の予定量を次のとおり補正する。 

補正内容につきましては、補正予定量をもってご説明申し上げます。 

第４号、主要な建設改良事業。１件目は、志美宇丹浄水場耐震診断業務委託で 12 万

3,000 円を減額し、1,987 万 7,000 円。２件目は、志美宇丹浄水場屋上防水等工事で

57 万円を減額し、1,793 万円。３件目は、水安全計画策定業務委託で 137 万 6,000 円

を減額し、1,412 万 4,000 円。４件目は、本幌別配水管移設工事実施設計業務委託で

272 万 3,000 円を減額し、2,427 万 7,000 円とするものでございます。 

収益的収入及び支出、第３条、予算、第３条に定めた収益的収入及び支出の予定額

を次のとおり補正する。収入、第１款水道事業収益、既決予定額２億 4,175 万 6,000

円に対し、第２項営業外収益で 21 万 7,000 円を増額し、２億 4,197 万 3,000 円とし、

支出、第１款水道事業費用、既決予定額２億 4,175 万 6,000 円に対し、第１項営業費

用で９万 9,000 円を増額、第２項営業外費用で 11 万 8,000 円を増額し、２億 4,197

万 3,000 円とするものでございます。 
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２ページにまいりまして、資本的収入及び支出、第４条、予算第４条に定めた資本

的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。収入、第１款資本的収入、既決予定

額１億 6,096 万 8,000 円に対し、第２項他会計出資金で 441 万 2,000 円を減額し、１

億 5,655 万 6,000 円とし、支出、第１款資本的支出、既決予定額１億 6,119 万 8,000

円に対し、第１項建設改良費で 441 万 2,000 円を減額し、１億 5,678 万 6,000 円とす

るものでございます。 

議会の議決を経なければ流用することのできない経費、第５条、予算第７条に定め

た経費の金額を次のとおり改める。第１号、給与費、既決予定額 2,004 万 5,000 円に

対し、47 万 9,000 円を増額し、2,052 万 4,000 円に改めるものでございます。 

続きまして５ページをお開きください。補正予算実施計画でございます。補正の内

容につきましては、補正額をもってご説明申し上げます。 

はじめに収益的収入で、１款水道事業収益、２項営業外収益が 21 万 7,000 円の増額

で、人件費等の精算に伴う一般会計繰入金の増額でございます。収益的収入は以上で

ございます。 

次に６ページ、収益的支出で、１款水道事業費用、１項営業費用が９万 9,000 円の

増額で、総係費における人件費の精査、２項営業外費用が 11 万 8,000 円の増額で、企

業債利息の精査でございます。収益的支出は以上でございます。 

次に９ページをお開きください。資本的収入で、１款資本的収入、２項他会計出資

金が 441 万 2,000 円の減額で、一般会計出資金でございます。資本的収入は以上でご

ざいます。 

10 ページにまいりまして、資本的支出で、１款資本的支出、１項建設改良費が 441

万 2,000 円の減額で、配水施設改良費、及び配水施設拡張費における委託料、工事請

負費、人件費の精査でございます。資本的支出は以上でございます。 

12 ページ以降は、予算説明書で資料として添付してございますので、説明は省略さ

せていただきます。 

以上で令和７年度枝幸町簡易水道事業会計補正予算書第３号の内容説明とさせてい

ただきます。 

よろしくご審議のうえ、ご決定くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。歳入歳出全般にわたっての質疑を許します。質疑ありま

せんか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしということでございますので、これで質疑を

終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 84 号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 
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○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 84 号 令和７年度枝幸町簡易水道事業会計補正予算については、

原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第３３ 議案第８５号 

○議長（小原 仁君） 日程第 33 議案第 85 号 令和７年度枝幸町下水道事業会計補

正予算についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

水道課長。 

（水道課長桜井勝浩君 登壇） 

○水道課長（桜井勝浩君） 議案書 54 ページでございます。 

議案第 85 号 令和７年度枝幸町下水道事業会計補正予算について。 

令和７年度枝幸町下水道事業会計補正予算第２号は、別紙に定めるところによる。令

和７年 12 月 15 日提出 枝幸町長。 

別冊、令和７年度枝幸町下水道事業会計補正予算書第２号の１ページをお開き願い

ます。 

今回の補正予算につきましては、主に各施設における人件費、事務費等の精査を行

うものでございます。 

総則、第１条、令和７年度枝幸町下水道事業会計の補正予算第２号は、次に定める

ところによる。 

収益的収入及び支出、第２条、令和７年度枝幸町下水道事業会計予算第３条に定め

た収益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

款の収入及び支出の補正予定額は同額で、第１款公共下水道事業 257 万 5,000 円の

減額。第２款特定環境保全公共下水道事業 51 万 2,000 円の増額。第３款漁業集落排水

施設事業 33 万 2,000 円の増額。第４款個別排水処理施設事業 46 万円の増額。収益的

収入及び支出の合計は、既決予定額５億 5,120 万 1,000 円に対し、127 万 1,000 円を

減額し、５億 4,993 万円とするものでございます。 

２ページに参りまして、資本的収入、第３条、予算第４条本文括弧書中、不足する

額１億 3,278 万 1,000 円は、損益勘定留保資金１億 3,278 万 1,000 円で補てんを、不

足する額１億 3,398 万 1,000 円は、損益勘定留保資金１億 3,398 万 1,000 円で補填て

んに改め、資本的収入の予定額を次のとおり補正する。 

資本的収入、第３款、漁業集落排水施設事業 120 万円の減額。資本的収入合計では、

既決予定額２億 3,378 万 3000 円に対し、120 万円を減額し、２億 3,258 万 3,000 円

とするものでございます。 

議会の議決を経なければ流用することのできない経費、第４条、予算第９条に定め

た経費の金額を次のとおり改める。第１号、給与費、既決予定額 2,519 万 8,000 円に

対し、202 万 3,000 円を減額し、2,317 万 5,000 円に改めるものでございます 

次に５ページをお開きください。補正予算実施計画でございます。補正の内容につ

きましては、補正額をもってご説明申し上げます。 

はじめに収益的収入でございます。１款公共下水道事業収益、２項営業外収益が 257

万 5,000 円の減額。２款特定環境保全公共下水道事業収益、２項営業外収益が 51 万

2,000 円の増額。３款漁業集落排水施設事業収益、２項営業外収益が 33 万 2,000 円の
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増額。６ページにまいりまして、４款個別排水処理施設事業収益、２項営業外収益が

46 万円の増額で、いずれも一般会計負担金でございます。収益的収入は以上でござい

ます。 

次に７ページにまいりまして、収益的支出でございます。１款公共下水道事業費用、

１項営業費用が 267 万 8,000 円の減額。２項営業外費用が 10 万 3,000 円の増額。８

ページ、２款特定環境保全公共下水道事業費用、１項営業費用が 39 万 9000 円の増額。

２項営業外費用が 11 万 3,000 円の増額。９ページ、３款漁業集落排水施設事業費用、

１項営業費用が 25 万 6,000 円の増額。２項営業外費用が７万 6,000 円の増額。10 ペ

ージ、４款個別排水処理施設事業費用、１項営業費用が 50 万円の増額。２項営業外費

用が４万円の減額で、いずれも人件費及び事務費等の精査でございます。収益的支出

は以上でございます。 

次に 13 ページをお開きください。資本的収入でございます。３款漁業集落排水施設

事業資本的収入、２項他会計出資金が 120 万円の減額で、一般会計出資金でございま

す。資本的収入は以上でございます。 

14 ページ以降は、予算説明書で資料として添付してございますので、説明は省略さ

せていただきます。 

以上で、令和７年度枝幸町下水道事業会計補正予算書第２号の内容説明とさせてい

ただきます。 

よろしくご審議のうえ、ご決定くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。歳入歳出全般にわたっての質疑を許します。ございませ

んか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 85 号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 85 号 令和７年度枝幸町下水道事業会計補正予算については、

原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第３４ 議案第８６号 

○議長（小原 仁君） 日程第 34 議案第 86 号 令和７年度枝幸町国民健康保険病院

事業会計補正予算についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

病院事務局長。 

（病院事務局長神尾尚人君 登壇） 
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○病院事務局長（神尾尚人君） 議案書の 55 ページでございます。 

議案第 86 号 令和７年度枝幸町国民健康保険病院事業会計補正予算について。 

令和７年度枝幸町国民健康保険病院事業会計補正予算第１号は、別紙に定めるとこ

ろによる。 

令和７年 12 月 15 日提出 枝幸町長。 

別冊の補正予算書１ページをお開き願います。 

総則、第１条、令和７年度枝幸町国民健康保険病院事業会計の補正予算第１号は、

次に定めるところによる。 

収益的収入及び支出、第２条、令和７年度枝幸町国民健康保険病院事業会計予算、

第３条に定めた収益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

以降、説明は款のみとし、以下の詳細につきましては、補正予算実施計画で説明さ

せていただきます。 

収入、第１款病院事業収益、及び支出、第１款病院事業費用は、ともに既決予定額

19 億 2,397 万 3,000 円に対し、補正予定額 2,872 万 8,000 円を減額し、計 18 億

9,524 万 5,000 円とするものでございます。 

資本的収入及び支出、第３条、予算第４条本文括弧書中、8,279 万 9,000 円は、損

益勘定留保資金で補てんを、8,298 万円は、損益勘定留保資金で補てんに改め、資本的

収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

収入、第１款病院資本的収入、既決予定額３億 2,467 万 7,000 円に対し、補正予定

額 653 万 3,000 円を減額し、計３億 1,814 万 4,000 円とするものでございます。 

支出、第１款病院資本的支出、既決予定額４億 747 万 6,000 円に対し、補正予定額

635 万 2,000 円を減額し、計４億 112 万 4,000 円とするものでございます。 

２ページに移りまして、企業債、第４条、予算第５条に定めた企業債の限度額を次

のとおり改める。企業債は変更が２件でございます。変更内容は全て限度額のみで、

記載の方法、利率、償還の方法については変更はございません。１件目は病院大規模

改修事業で、補正前限度額 4,900 万円を補正後限度額 4,600 万円に減額、２件目は、

病院医療機械等整備事業で、補正前限度額 6,610 万円を補正後限度額 6,420 万円に減

額するものでございます。 

議会の議決を経なければ流用することのできない経費、第５条、予算第７条に定め

た経費の金額を次のように改める。科目、第１号、給与費、既決予定額 10 億 5,110 万

4,000 円に対し、補正予定額 3,643 万 3,000 円を減額し、計 10 億 1,467 万 1,000 円

とするものでございます。 

他会計からの補助金、第６条、予算第８条中、１億 9,470、失礼しました。１億

9,436 万 7,000 円を１億 9,926 万 2,000 円に改めるものでございます。 

今回の補正予算は、人事院勧告を踏まえた職員給与の改定や職員数増減等による人

件費の調整、また、出張診療にかかる費用の増や工事等契約額の確定による一般会計

繰入金の精査などが主なものであります。 

次に、５ページをお開きください。補正予算実施計画の収益的収入及び支出でござ

います。補正額をもってご説明申し上げます。 

はじめに収入でございます。１款病院事業収益は、2,872 万 8,000 円の減額でござ

います。１項医業収益では 316 万 3,000 円の増額で、各種健診料などその他医業収益

の増減と、４目他会計負担金で救急医療に間要する経費の減額です。 
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６ページに移ります。２項医業外収益は 3,189 万 1,000 円の減額で、内訳は、それ

ぞれ、これまでの実績と今後の見込みを含め精査しておりますが、主なものは、２目

他会計負担金が 3,866 万 4,000 円の減、３目他会計補助金が 489 万 5,000 円の増で

す。７目道補助金は 111 万 2,000 円の増で、医療・介護・障がい施設等物価高騰及び

食材料費支援金です。 

７ページをお開きください。支出でございます。１款病院事業費用は 2,872 万 8,000

円の減額で、１項医業費用では 2,724 万 9,000 円の減額です。主な内訳は８ページ下

段までで、１目給与費が 3,657 万 6,000 円の減で、給料や手当等の人件費の精査によ

るものでございます。９ページをお開きください。３目経費が 932 万 7,000 円の増で、

旅費から 10 ページ下段の手数料までですが、旭川医科大学などの出張診療のほか、宿

日直医師確保に係る宿泊施設ハイヤー送迎の賃借料や医師送迎に係る業務委託料の増

などが経費増額の主な要因でございます。 

11 ページをお開きください。２項医業外費用は 170 万円の減額で、企業債償還利息

や消費税納付額の確定などを踏まえての精査によるものであります。 

３項介護サービス事業費用は 22 万 1,000 円の増額で、報酬等の人件費の精査が主な

ものでございます。 

次に 13 ページ、資本的収入及び支出でございます。はじめに資本的収入でございま

す。１款病院資本的収入は 653 万 3,000 円の減額。１項出資金では 12 万 8,000 円の

減額で、一般会計出資金の減。 

２項繰入金では 482 万 5,000 円の減額で、一般会計繰入金の減。 

３項企業債では 490 万円の減額で、次のページに記載の事業精査によるものでござい

ます。 

４項道補助金は 332 万円の増で、説明の欄に記載の北海道医療分野の生産性向上職場

環境整備等支援事業給付金でありますが、例えば、業務効率化のために ICT 機器などの

導入が対象であり、許可病床数１床当たり４万円となっております。当院は 83 床分の

332 万円までは全額 100%給付されますので、給付金を活用して、次のページの支出の

備品購入費において透析を監視装置などの入札執行残分で医療機械を購入するもので

あります。 

14 ページです。資本的支出でございます。１款病院資本的支出は 635 万 2,000 円の

減額、１項企業債償還金は 25 万 7,000 円の減額です。 

２項建設改良費は 609 万 5,000 円の減額で、１目建設改良費 609 万 5000 円の減で、

業務委託や工事の金額確定による減額ため、有形固定資産購入費の増減はございませ

んが、収入の補助金で説明いたしましたように、これまで購入した医療機器等の予算

額と入札執行残分などで給付金の対象となる医療機器を購入するものであります。 

16 ページ以降は予算説明書でございますが、説明は省略させていただきます。 

以上、病院事業会計補正予算書第１号の説明内容説明とさせていただきます。 

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。歳入歳出全般にわたっての質疑を許します。ございませ

んか。 

(「ありません」と言う人あり） 
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○議長（小原 仁君） はい、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 86 号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 86 号 令和７年度枝幸町国民健康保険病院事業会計補正予算に

ついては、原案のとおり可決されました。 

 

◎延会宣言 

○議長（小原 仁君） まもなく会議終了時間となります。次の日程に入ることがで

きませんので、本日の会議はこれで延会したいと思い思います。 

ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、異議なしと認めます。 

したがって、本日は、これで延会することに決定いたしました。 

これで本日の会議を閉じます。 

なお、12 月 16 日午前 10 時から再開いたしますので、よろしくお願いをいたします。 

 

 

 

（延会 午後４時５９分） 
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地方自治法第１２３条の規定によりここに署名する。  

 

 

     議 ⾧        

 

     署 名 議 員        

 

     署 名 議 員        

 


